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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末（ＵＥ）によってアップリンク送信電力を制御する方法
であって、前記方法は、
　上位階層を介して第１の基地局から電力制御モードの指示を受信することであって、前
記電力制御モードの前記指示は、同期二重接続のための第１の電力制御モードまたは非同
期二重接続のための第２の電力制御モードのいずれかを指示する、ことと、
　前記電力制御モードの前記指示に基づいて、前記アップリンク送信電力を制御すること
と、
　前記アップリンク送信電力に基づいて、前記第１の基地局または第２の基地局のうちの
少なくとも１つにアップリンク信号を送信することと
　を含み、前記ＵＥは、二重接続で前記第１の基地局及び前記第２の基地局の両方に接続
されている、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートするか否かについてのＵＥ能力を前記第１の
基地局に送信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートしないことを指示する、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記電力制御モードの前記指示は、前記同期二重接続のための前記第１の電力制御モー
ドを指示する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートすることを指示する、請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の基地局と前記第２の基地局との間のタイミング差に基づいて、前記二重接続
が非同期であるか同期であるかを決定することをさらに含む、請求項１～５のいずれかに
記載の方法。
【請求項７】
　前記アップリンク送信電力は、前記二重接続が非同期であるか同期であるかにさらに基
づいて制御される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）であって、前記ＵＥは、
　メモリと、
　無線周波数（ＲＦ）ユニットと、
　前記メモリ及び前記ＲＦユニットに結合されたプロセッサと
　を備え、
　前記プロセッサは、
　上位階層を介して第１の基地局から電力制御モードの指示を受信するように前記ＲＦユ
ニットを制御することであって、前記電力制御モードの前記指示は、同期二重接続のため
の第１の電力制御モードまたは非同期二重接続のための第２の電力制御モードのいずれか
を指示する、ことと、
　前記電力制御モードの前記指示に基づいて、アップリンク送信電力を制御することと、
　前記アップリンク送信電力に基づいて、前記第１の基地局または第２の基地局のうちの
少なくとも１つにアップリンク信号を送信するように前記ＲＦユニットを制御することと
　を実行するように構成されており、前記ＵＥは、二重接続で前記第１の基地局及び前記
第２の基地局の両方に接続されている、ＵＥ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、さらに、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートするか否かにつ
いてのＵＥ能力を前記第１の基地局に送信するように前記ＲＦユニットを制御する、請求
項８に記載のＵＥ。
【請求項１０】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートしないことを指示する、請
求項９に記載のＵＥ。
【請求項１１】
　前記電力制御モードの前記指示は、前記同期二重接続のための前記第１の電力制御モー
ドを指示する、請求項１０に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートすることを指示する、請求
項９に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、さらに、前記第１の基地局と前記第２の基地局との間のタイミング
差に基づいて、前記二重接続が非同期であるか同期であるかを決定するように構成されて
いる、請求項８～１２のいずれかに記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記アップリンク送信電力は、前記二重接続が非同期であるか同期であるかにさらに基
づいて制御される、請求項１３に記載のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるアップリンク電
力を制御するための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　ｓｙｓｔｅｍ）は、ヨーロッパシステム（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｓｙｓｔｅｍ）、ＧＳ
Ｍ（登録商標）（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎｓ）及びＧＰＲＳ（ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅｓ）に基づいてＷＣＭＤＡ（ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）で動作する３世代（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）非
同期（ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ）移動通信システムである。ＵＭＴＳのＬＴＥ（ｌｏｎ
ｇ－ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）がＵＭＴＳを標準化する３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）により議論中である。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、高速パケット通信を可能にするための技術である。ＬＴＥ目標で
あるユーザと事業者の費用節減、サービス品質向上、カバレッジ拡張及びシステム容量増
大のために多くの方式が提案された。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、上位レベル必要条件として、
ビット当たり費用節減、サービス有用性向上、周波数バンドの柔軟な使用、簡単な構造、
開放型インターフェース及び端末の適切な電力消費を要求する。
【０００４】
　ユーザのサービスの要求に対する容量を増加させるために、帯域幅を増加させることは
必須であり、周波数領域から物理的に複数の非連続的な帯域をグルーピングし、論理的に
より広い帯域が使われたように結果を取得することを目標とするイントラ－ノード搬送波
またはインター－ノード搬送波を介したキャリアアグリゲーション（ＣＡ：ｃａｒｒｉｅ
ｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）技法またはリソースアグリゲーションが断片化された（ｆ
ｒａｇｍｅｎｔｅｄ）小さい帯域を効率的に利用するように開発されてきた。キャリアア
グリゲーションによる個別的な単位搬送波は、コンポーネントキャリア（ＣＣ：ｃｏｍｐ
ｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）として知られる。各ノードに対して、インター－ノードリ
ソースアグリゲーションのために、搬送波グループ（ＣＧ：ｃａｒｒｉｅｒ　ｇｒｏｕｐ
）が設定されることができ、一つのＣＧは、複数のＣＧを有することができる。各ＣＣは
、単一帯域幅及び中心周波数により定義される。
【０００５】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２において、二重接続（ｄｕａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）が
サポートされるスモールセル向上に対する新しい研究が始まった。二重接続は、ＲＲＣ＿
ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態中に与えられた端末が非理想的なバックホール（ｂａｃｋｈａｕ
ｌ）で接続された少なくとも二つの異なるネットワーク地点（マスタ（ｍａｓｔｅｒ）ｅ
ＮＢ（ＭｅＮＢ）及び２次（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）ｅＮＢ（ＳｅＮＢ））から提供された
無線リソースを消費する動作である。また、ＵＥのために二重接続に含まれる各ｅＮＢは
、異なる役割を仮定することができる。その役割は、ｅＮＢの電力等級に依存する必要が
なく、ＵＥ間に異なる。
【０００６】
　アップリンク電力制御は、物理チャネルが送信される単一搬送波周波数分割多重接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルに対する平均電力を決定する。アップリンク電力制御は、互い
に異なるアップリンク物理チャネルの送信電力を制御する。ＣＡまたは二重接続に対する
効率的なアップリンク制御方法が要求されることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かに依存してＰＨＲを効率的に
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報告するための方法及び装置を提供する。
【０００８】
　本発明は、前記ＭｅＮＢのサブフレームと前記ＳｅＮＢのサブフレームとの間の重なっ
た部分を考慮してＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期または同期である場合、最大送信電力効
率を決定するための方法及び装置を提供する。
【０００９】
　本発明は、ＭｅＮＢの以前サブフレームで使われた送信電力を効率的に考慮してＳｅＮ
Ｂの最大送信電力を決定するための方法及び装置を提供する。
【００１０】
　本発明は、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かを決定するための方法及び装
置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の実施例は、無線通信システムにおけるアップリンク送信電力を制御する方法で
ある。前記方法は、ダウンリンクチャネル上の信号を受信し、前記信号は、電力制御モー
ドを指示する送信電力に対する情報を含む、ステップ、１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍ
ａｒｙ　ｃｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同
期かまたは同期かを決定するステップ、前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに
基づいて、前記送信電力に対する情報を利用して、前記Ｓセルに対する最大送信電力を決
定するステップ、及び前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに信号
を送信するステップを含む。
【００１２】
　本発明の他の実施例は、無線通信システムにおけるアップリンク送信電力を制御するた
めの装置である。前記装置は、電力制御モードを指示する送信電力に対する情報を含む無
線信号を送信して受信するための無線周波数（ＲＦ）ユニット、及び前記ＲＦユニットと
動作的に結合されるプロセッサを含む。前記プロセッサは、ＵＬ及び／またはダウンリン
ク（ＤＬ）に対するスケジューリングに基づいて前記ＲＦユニットを介して信号を送信す
るように構成される。前記プロセッサは、１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅ
ｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同期かまたは同
期かを決定し、そして前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに基づいて、前記送
信電力に対する情報を利用して、Ｓセルに対する最大送信電力を決定する。前記ＲＦユニ
ットは、前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに無線信号を送信す
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によると、電力ヘッドルームは、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期か
に依存して効率的に決定されることができる。
【００１４】
　本発明によると、最大送信電力は、前記ＭｅＮＢのサブフレームと前記ＳｅＮＢのサブ
フレームとの間の重なった部分を考慮し、またはＭｅＮＢの以前のサブフレームで利用さ
れた送信電力を考慮して効率的に決定されることができる。
【００１５】
　本発明によると、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かが決定され、そして送
信電力のためのパラメータ値がＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かを利用して
決定されることができる。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
無線通信システムにおいて、ユーザ装置により、アップリンク送信電力を制御する方法に
おいて、
ダウンリンクチャネル上の信号を受信し、前記信号は、電力制御モードを指示する送信電
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力に対する情報を含む、ステップ；
１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃ
ｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同期かまたは同期かを決定するステップ；
前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに基づいて、前記送信電力に対する情報を
利用して、前記Ｓセルに対する最大送信電力を決定するステップ；及び、
前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに信号を送信するステップ；
を含む、送信電力制御方法。
（項目２）
前記Ｓセルのサブフレームは、前記Ｐセル及びＳセルが非同期である場合、前記Ｐセルの
サブフレームと重なり、
前記Ｓセルのサブフレームの電力ヘッドルームは、前記Ｐセルの前記重なったサブフレー
ムのうち一つに基づいて決定される、項目１に記載の送信電力制御方法。
（項目３）
前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームに対する最大送信電力は、前記Ｐセルの（ｋ＋１）番
目のサブフレームと重なるＳセルのｎ番目のサブフレームの最大送信電力及びＳセルのｎ
番目のサブフレームの最大送信電力と前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームが前記Ｐセルの
ｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレームと重なる場合、前記Ｐセルのｋ番目のサブフレ
ームに対して使われた送信電力の差のうち小さい送信電力に基づいて決定される、項目２
に記載の送信電力制御方法。
（項目４）
前記Ｐセルと前記Ｓセルとの間の送信時間差があらかじめ決定された閾値より大きい場合
、前記Ｐセル及び前記Ｓセルは同期として決定される、項目１に記載の送信電力制御方法
。
（項目５）
総送信電力は、前記Ｓセル及び前記Ｐセルのサブフレームが重なる場合、サブフレーム境
界で前記最大送信電力を超過しないように調整される、項目１に記載の送信電力制御方法
。
（項目６）
前記Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して送信がない場合、前記Ｐセル及び前記Ｓセ
ルに対して送信電力が共有されない、項目１に記載の送信電力制御方法。
（項目７）
無線通信システムにおけるアップリンク（ＵＬ）送信電力を制御するための装置において
、
無線信号を送信して受信するための無線周波数（ＲＦ）ユニット－前記無線信号は、電力
制御モードを指示する送信電力に対する情報を含む－；及び、
前記ＲＦユニットと動作的に結合されるプロセッサ－前記プロセッサは、ＵＬ及び／また
はダウンリンク（ＤＬ）に対するスケジューリングに基づいて前記ＲＦユニットを介して
信号を送信するように構成される－を含み、
前記プロセッサは、１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）及び２次セル（
ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同期かまたは同期かを決定し、そして
前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに基づいて、前記送信電力に対する情報を
利用して、Ｓセルに対する最大送信電力を決定し；そして
前記ＲＦユニットは、前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに無線
信号を送信する、送信電力制御装置。
（項目８）
前記Ｓセルのサブフレームは、前記Ｐセル及びＳセルが非同期である場合、前記Ｐセルの
サブフレームと重なり、
前記プロセッサは、前記Ｐセルの前記重なったサブフレームのうち一つに基づいて前記Ｓ
セルのサブフレームの電力ヘッドルームを決定する、項目７に記載の送信電力制御装置。
（項目９）
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前記プロセッサは、前記Ｐセルの（ｋ＋１）番目のサブフレームと重なるＳセルのｎ番目
のサブフレームの最大送信電力及びＳセルのｎ番目のサブフレームの最大送信電力と前記
Ｓセルのｎ番目のサブフレームが前記Ｐセルのｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレーム
と重なる場合、前記Ｐセルのｋ番目のサブフレームに対して使われた送信電力の差のうち
小さい送信電力に基づいて前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームに対する最大送信電力を決
定する、項目８に記載の送信電力制御装置。
（項目１０）
前記プロセッサは、前記Ｐセルと前記Ｓセルとの間の送信時間差があらかじめ決定された
閾値より大きい場合、前記Ｐセル及び前記Ｓセルは同期として決定する、項目７に記載の
送信電力制御装置。
（項目１１）
前記プロセッサは、前記Ｓセル及び前記Ｐセルのサブフレームが重なる場合、サブフレー
ム境界で前記最大送信電力を超過しないように総送信電力を調整する、項目７に記載の送
信電力制御装置。
（項目１２）
前記プロセッサは、前記Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して送信がない場合、前記
Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して全ての送信電力を利用する、項目７に記載の送
信電力制御装置。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】無線通信システムを示す。
【００１７】
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）の構造を
示す。
【００１８】
【図３】一つのダウンリンクスロットに対するリソースグリッドを示す。
【００１９】
【図４】ダウンリンクサブフレームの構造を示す。
【００２０】
【図５】アップリンクサブフレームの構造を示す。
【００２１】
【図６】３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａのキャリアアグリゲーションの例示を示す。
【００２２】
【図７】マクロセル及びスモールセルへの二重接続の例示を示す。
【００２３】
【図８】本発明（ら）による前記重なったサブフレームを考慮して最大電力を取得する例
を示す。
【００２４】
【図９】本発明（ら）による電力スケーリングの例を簡略に記述する。
【００２５】
【図１０】非同期の場合でＰＣＭＡＸを決定する例を記述する。
【００２６】
【図１１】ＭｅＮＢを介して（ｎ＋１）番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨとＳｅＮＢを
介してｎ番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨが重なる場合を簡略に示す。
【００２７】
【図１２】ＰＵＣＣＨ及びＰＲＡＣＨが衝突する場合の他の例を簡略に示す。
【００２８】
【図１３】ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間の非同期の場合の例を簡略に示す。
【００２９】
【図１４】ＰＣＭＡＸを決定する行動を簡略に記述する。
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【００３０】
【図１５】以前のサブフレームで使われる電力を考慮する電力に対する制限を扱う例示を
簡略に記述する。
【００３１】
【図１６】本出願で本発明（ら）による前記ＵＥの動作に対する例を簡略に記述するフロ
ーチャートである。
【００３２】
【図１７】ＵＥ及びＢＳ（ｅＮＢ）を含む無線通信システムを簡略に記述するブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）で具現されることができる。ＴＤＭＡは
、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術で具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０
２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術で具現され
ることができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅ
ｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）を使用するＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　
ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、ア
ップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ
　ＬＴＥの進化である。明確化のために、本出願は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに注
目する。しかし、本発明の技術的な特徴がこれに制限されるものではない。
【００３４】
　図１は、無線通信システムを示す。前記無線通信システム１０は、少なくとも一つの基
地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）１１を含む。各基地局１１は、特定の地理的領
域（一般的にセルという）１５ａ、１５ｂ、１５ｃに対して通信サービスを提供する。ま
た、各セルは、多数の領域（セクターという）に分けられる。端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉ
ｐｍｅｎｔ、ＵＥ）１２は、固定されてもよいし、移動性を有してもよく、ＭＳ（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ
　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗ
ｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓ
ｉｓｔａｎｔ）、無線モデム（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｍｏｄｅｍ）、携帯機器（ｈａｎｄｈ
ｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれることもある。基地局１１は、一般的に、
ＵＥ１２と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、
アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用語で呼ばれることもある。
【００３５】
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　一般的に、端末は、一つのセルに属し、端末が属するセルをサービングセル（ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　ｃｅｌｌ）という。サービングセルに対して通信サービスを提供するＢＳをサー
ビング基地局（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＢＳ）という。サービング基地局は、一つまたは複数の
サービングセルを提供することができる。前記無線通信システムは、セルラーシステムで
あるため、前記サービングセルに隣接した他のセルが存在する。前記サービングセルに隣
接した他のセルを隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）という。前記隣接セルに対し
て通信サービスを提供するＢＳを隣接基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ＢＳ）という。
【００３６】
　この技法は、ダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）またはアップリンク（ｕｐｌｉｎｋ）
に使われることができる。一般的に、ダウンリンクは、ＢＳ１１からＵＥ１２への通信を
意味し、アップリンクは、ＵＥ１２からＢＳ１１への通信を意味する。ダウンリンクで、
送信機はＢＳ１１の一部分であり、受信機はＵＥ１２の一部分である。アップリンクで、
送信機はＵＥ１２の一部分であり、受信機はＢＳ１１の一部分である。
【００３７】
　無線通信システムは、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－
Ｏｕｔｐｕｔ）システム、ＭＩＳＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｓｉｎｇｌｅ－Ｏ
ｕｔｐｕｔ）システム、ＳＩＳＯ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｓｉｎｇｌｅ－Ｏｕｔｐ
ｕｔ）システム及びＳＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｏｕｔｐ
ｕｔ）システムのうちいずれか一つである。前記ＭＩＭＯシステムは、多数の送信アンテ
ナ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｔｅｎｎａ）と多数の受信アンテナ（ｒｅｃｅｐｔ
ｉｏｎ　ａｎｔｅｎｎａ）を使用する。前記ＭＩＳＯシステムは、多数の送信アンテナと
一つの受信アンテナを使用する。前記ＳＩＳＯシステムは、一つの送信アンテナと一つの
受信アンテナを使用する。前記ＳＩＭＯシステムは、一つの送信アンテナと多数の受信ア
ンテナを使用する。以下、送信アンテナは、一つの信号またはストリームの送信に使われ
る物理的または論理的なアンテナを意味し、受信アンテナは、一つの信号またはストリー
ムの受信に使われる物理的または論理的なアンテナを意味する。
【００３８】
　図２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）の構造
を示す。図２を参照すると、無線フレームは、１０個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ
）で構成され、一つのサブフレームは、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で２個のス
ロット（ｓｌｏｔ）を含む。一つのサブフレームを送信するための時間は、ＴＴＩ（Ｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）と定義される。ＴＴＩは、データ
送信のためのスケジューリング単位である。例えば、一つの無線フレームの長さは１０ｍ
ｓであり、一つのサブフレームの長さは１ｍｓであり、一つのスロットの長さは０．５ｍ
ｓである。一つのスロットは、時間領域で複数のＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、周波
数領域で複数の副搬送波を含む。３ＧＰＰ　ＬＴＥがダウンリンクでＯＦＤＭＡを使用す
るため、ＯＦＤＭシンボルは、一つのシンボル区間（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表
現するためである。前記ＯＦＤＭシンボルは、多重接続方式に依存して他の名称で呼ばれ
る。例えば、アップリンク多重接続方式にＳＣ－ＦＤＭＡが使われる場合、前記ＯＦＤＭ
シンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと呼ばれる。リソースブロック（ＲＢ；Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）は、リソース割当単位であり、一つのスロットで複数の連続する副
搬送波を含む。前記無線フレームの構造は、単に例示的な目的のために示すものである。
したがって、前記無線フレームに含まれるサブフレームの個数や前記サブフレームに含ま
れるスロットの個数、または前記スロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの個数は、多様な
方式により変更されることができる。
【００３９】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、ノーマル（ｎｏｒｍａｌ）サイクリックプレフィックス（ＣＰ；
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）で、一つのスロットは７個のＯＦＤＭシンボルを含み、拡
張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰで、一つのスロットは６個のＯＦＤＭシンボルを含むと定義



(9) JP 6517824 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

している。
【００４０】
　前記無線通信システムは、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘ）方式とＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）方式とに分けられる
。ＦＤＤ方式によると、アップリンク送信とダウンリンク送信が互いに異なる周波数帯域
で行われる。ＴＤＤ方式によると、アップリンク送信とダウンリンク送信が同じ周波数帯
域で互いに異なる時間区間中に行われる。これはダウンリンクチャネル応答及びアップリ
ンクチャネル応答が与えられた周波数帯域でほぼ同じであることを意味する。したがって
、ＴＤＤに基づいている無線通信システムは、ダウンリンクチャネル応答がアップリンク
チャネル応答から取得されることができるという点で有利である。前記ＴＤＤ方式で、全
体周波数帯域は、アップリンク送信とダウンリンク送信に対して時分割されるため、前記
ＢＳによるダウンリンク送信と前記ＵＥによるアップリンク送信が同時に実行されること
ができない。アップリンク送信とダウンリンク送信がサブフレームの単位に区分されるＴ
ＤＤシステムで、前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信は、互いに異なるサブフ
レームで実行される。
【００４１】
　フレーム構造タイプ１は、全二重化（ｆｕｌｌ　ｄｕｐｌｅｘ）及び半二重化（ｈａｌ
ｆ　ｄｕｐｌｅｘ）ＦＤＤに適用可能である。各無線フレームは、Ｔｆ＝３０７２００×
Ｔｓ＝１０ｍｓ長さであり、０～１９でナンバリングされる長さＴｓｌｏｔ＝１５３６０
×Ｔｓ＝０．５ｍｓの２０個のスロットで構成される。サブフレームは、サブフレームｉ
がスロット２ｉ及び２ｉ＋１で構成される二つの連続するスロットとして定義される。
【００４２】
　ＦＤＤに対して、各１０ｍｓ区間（ｉｎｔｅｒｖａｌ）に対して、ダウンリンク送信の
ための１０個のサブフレームが利用可能であり、そしてアップリンク送信のための１０個
のサブフレームが利用可能である。アップリンク及びダウンリンク送信は、周波数領域で
分離される。半二重化ＦＤＤ動作で、前記ＵＥは、同時に送信して受信することができな
く、それに対し、全二重化ＦＤＤではこのような制約がない。
【００４３】
　フレーム構造タイプ２は、ＴＤＤに適用可能である。長さＴｆ＝３０７２００×Ｔｓ＝
１０ｍｓの各無線フレームは、各々、１５３６００×Ｔｓ＝５ｍｓ長さの二つの半フレー
ムで構成される。各半フレームは、長さ３０７２０×Ｔｓ＝１ｍｓの５個のサブフレーム
で構成される。サポートされるアップリンク－ダウンリンク構成を表１に示す。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　表１において、無線フレーム内の各サブフレームに対して、“Ｄ”は、前記サブフレー
ムがダウンリンク送信のために予約されることを表示し、“Ｕ”は、前記サブフレームが
アップリンク送信のために予約されることを表示し、そして“Ｓ”は、ダウンリンクパイ
ロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐｉｌｏｔ　ｔｉｍｅ　ｓｌｏｔ
）、保護区間（ＧＰ：ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）及びアップリンクパイロット時間スロ
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ット（ＵｐＰＴＳ：ｕｐｌｉｎｋ　ｐｉｌｏｔ　ｔｉｍｅ　ｓｌｏｔ）を有するスペシャ
ルサブフレームを表示する。各サブフレームｉは、各サブフレームで長さＴｓｌｏｔ＝１
５３６０×Ｔｓ＝０．５ｍｓの二つのスロット、２ｉ及び２ｉ＋１と定義される。
【００４６】
　５ｍｓ及び１０ｍｓダウンリンク－対－アップリンクスイッチ点周期性を有するアップ
リンク－ダウンリンク構成がサポートされる。５ｍｓダウンリンク－対－アップリンクス
イッチ点周期性の場合、前記スペシャルサブフレームは、全ての半（ｈａｌｆ）－フレー
ムに存在する。１０ｍｓダウンリンク－対－アップリンクスイッチ点周期性の場合、前記
スペシャルサブフレームは、１番目の半（ｈａｌｆ）－フレームにのみ存在する。サブフ
レーム０及び５とＤｗＰＴＳは、ダウンリンク送信のために常に予約される。ＵｐＰＴＳ
及び前記スペシャルサブフレームの直後に後続するサブフレームがアップリンク送信のた
めに常に予約される。
【００４７】
　複数のセルがアグリゲーションされる場合、前記ＵＥは、互いに異なるセルで前記スペ
シャルサブフレームの前記保護区間が少なくとも１４５６×Ｔｓの重複を有することを仮
定することができる。互いに異なるアップリンク－ダウンリンク構成を有する複数のセル
がアグリゲーションされ、前記ＵＥが前記アグリゲーションされたセルでの同時受信及び
送信が可能でない場合、下記の制約事項が適用される：
【００４８】
－前記１次セル内のサブフレームがダウンリンクサブフレームの場合、前記ＵＥは、同じ
サブフレームで２次セルに対する任意の信号またはチャネルを送信してはならない。
【００４９】
－前記１次セル内のサブフレームがアップリンクサブフレームの場合、前記ＵＥは、同じ
サブフレームで２次セルに対する任意のダウンリンク送信を受信することが期待されない
。
【００５０】
－前記１次セル内のサブフレームがスペシャルサブフレームであり、２次セル内の同じサ
ブフレームがダウンリンクサブフレームである場合、前記ＵＥは、同じサブフレームで物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）／向上した物理ダウンリンク共有チャネル（
ＥＰＤＣＣＨ）／物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）／ポジショニング参照チャネ
ル（ＰＲＳ）送信を受信することが期待されなく、そして、前記ＵＥは、前記１次セルで
前記保護区間またはＵｐＰＴＳと重なるＯＦＤＭシンボル内で前記２次セルを介した任意
の他の信号を受信することが期待されない。
【００５１】
　図３は、一つのダウンリンクスロットに対するリソースグリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ｇｒｉｄ）を示す。図３を参照すると、ダウンリンクスロットは、時間領域で複数のＯＦ
ＤＭシンボルを含む。例えば、一つのダウンリンクスロットが７個のＯＦＤＭシンボルを
含み、一つのＲＢが周波数領域で１２個の副搬送波を含むということが本発明で記述され
る。しかし、本発明は、これに制限されるものではない。前記リソースグリッドの各要素
は、リソース要素（ＲＥ）と呼ばれる。一つのＲＢは、１２×７リソース要素を含む。前
記ダウンリンクスロット内に含まれるＲＢの個数ＮＤＬは、ダウンリンク送信帯域幅に依
存する。アップリンクスロットの構造は、ダウンリンクスロットの構造と同じである。
【００５２】
　ＯＦＤＭシンボルの個数と副搬送波の個数は、ＣＰの長さ、周波数間隔（ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｓｐａｃｉｎｇ）などに依存して多様に変更されることができる。例えば、ノー
マルＣＰの場合、ＯＦＤＭシンボルの数は７であり、拡張されたＣＰの場合、ＯＦＤＭシ
ンボルの数は６である。一つのＯＦＤＭシンボルで副搬送波の数として１２８、２５６、
５１２、１０２４、１５３６及び２０４８の中から一つが選択的に利用されることができ
る。
【００５３】
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　図４は、ダウンリンクサブフレームの構造を示す。図４を参照すると、サブフレーム内
の第１のスロットの前方部（ｆｒｏｎｔ　ｐｏｒｔｉｏｎ）に位置される最大３個のＯＦ
ＤＭシンボルは、制御チャネルに割り当てられる制御領域に対応する。残りのＯＦＤＭシ
ンボルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）で割り当てられるデータ領域に対応する。３Ｇ
ＰＰ　ＬＴＥで使われるダウンリンク制御チャネルの例は、物理制御フォーマット指示子
チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：ａ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）、物理ハイブリッ
ド自動反復要求（ＨＡＲＱ）指示子チャネル（ＰＨＩＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｈｙｂｒ
ｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）などを含む。前記ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームの１番目のＯＦＤＭシンボ
ルで送信され、前記サブフレーム内の制御チャネルの送信のために使われるＯＦＤＭシン
ボルの個数に対する情報を伝送する。前記ＰＨＩＣＨは、アップリンク送信の応答であり
、ＨＡＲＱ承認（ＡＣＫ）／非承認（ＮＡＣＫ）信号を伝送する。前記ＰＤＣＣＨを介し
て送信される制御情報は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）と呼ばれる。前記ＤＣＩは、
任意のＵＥグループに対してアップリンクまたはダウンリンクスケジューリング情報を含
んだり、またはアップリンク送信（Ｔｘ）電力制御命令を含んだりする。
【００５４】
　ＰＤＣＣＨは、ＤＬ－ＳＣＨ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ－ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）の
リソース割当及び送信フォーマット、ＵＬ－ＳＣＨ（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）のリソース割当情報、ＰＣＨ上のページング情報、ＤＬ－ＳＣＨ上のシステ
ム情報、ＰＤＳＣＨ上に送信されるランダムアクセス応答のような上位階層制御メッセー
ジのリソース割当、任意のＵＥグループ内の個別ＵＥに対する送信パワー制御命令のセッ
ト及びＶｏＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の活性
化などを伝送することができる。複数のＰＤＣＣＨが制御領域内で送信されることができ
る。前記ＵＥは、複数のＰＤＣＣＨをモニタリングすることができる。前記ＰＤＣＣＨは
、一つまたは複数の連続的なＣＣＥ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ
ｓ）のアグリゲーション（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を介して送信される。前記ＣＣＥは
、無線チャネルの状態に基づいて符号化率をＰＤＣＣＨに提供するために使われる論理的
な割当単位である。前記ＣＣＥは、複数のリソース要素グループ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ）に対応される。
【００５５】
　ＰＤＣＣＨのフォーマット及び利用可能なＰＤＣＣＨのビットの個数が前記ＣＣＥによ
り提供される符号化率と前記ＣＣＥの個数との間の相関によって決定される。前記ＢＳは
、前記ＵＥに送信されるＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマットを決定し、制御情報にサ
イクリック冗長検査（ＣＲＣ：ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）を付
着する。前記ＣＲＣは、前記ＰＤＣＣＨのオーナまたは用途によって、無線ネットワーク
臨時識別子（ＲＮＴＩ：ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）でマスキングされる。前記ＰＤＣＣＨが特定ＵＥに対するものである場合、
前記ＵＥの固有識別子（例えば、セル－ＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ））が前記ＣＲＣにマス
キングされることができる。その代案としては、前記ＰＤＣＣＨがページングメッセージ
に対するものである場合、ページング指示子識別子（例えば、ページング－ＲＮＴＩ（Ｐ
－ＲＮＴＩ））が前記ＣＲＣにマスキングされることができる。前記ＰＤＣＣＨがシステ
ム情報（より詳しくは、以下に記述されるシステム情報ブロック（ＳＩＢ））に対するも
のである場合、システム情報識別子及びシステム情報ＲＮＴＩ（ＳＩ－ＲＮＴＩ）が前記
ＣＲＣにマスキングされることができる。前記ＵＥのランダムアクセスプリアンブルの送
信のための応答であるランダムアクセス応答を指示するために、ランダムアクセス－ＲＮ
ＴＩ（ＲＡ－ＲＮＴＩ）が前記ＣＲＣにマスキングされることができる。
【００５６】



(12) JP 6517824 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

　図５は、アップリンクサブフレームの構造を示す。図５を参照すると、アップリンクサ
ブフレームは、周波数領域で制御領域とデータ領域とに分けられる。前記制御領域は、ア
ップリンク制御情報が送信されるためのＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。前記データ領域は、ユーザデータ
を伝送するためにＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）が割り当てられる。上位階層により指示される場合、前記ＵＥは、前記ＰＵＳ
ＣＨ及びＰＵＣＣＨの同時送信をサポートすることができる。一つのＵＥに対するＰＵＣ
ＣＨは、サブフレームでリソースブロック対（ＲＢ対）で割り当てられる。前記ＲＢ対に
属するＲＢは、各々の二つのスロット内で互いに異なる副搬送波を占める。これは前記Ｐ
ＵＣＣＨに割り当てられる前記ＲＢ対がスロット境界（ｓｌｏｔ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）で
周波数－ホッピングされた（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｈｏｐｐｅｄ）と呼ばれる。これは前
記ＰＵＣＣＨに割り当てられる前記ＲＢの対が前記スロット境界で周波数－ホッピングさ
れることを意味する。前記ＵＥは、時間によって互いに異なる副搬送波を介してアップリ
ンク制御情報を送信して周波数ダイバーシティ利得を取得することができる。
【００５７】
　前記ＰＵＣＣＨ上で送信されるアップリンク制御情報は、ハイブリッド自動反復要求（
ＨＡＲＱ）承認／非承認（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、ダウンリンクチャネルの状態を指示する
チャネル品質要求指示子（ＣＱＩ）、スケジューリング要求（ＳＲ）などである。
【００５８】
　前記ＰＵＳＣＨは、トランスポートチャネル（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）
であるＵＬ－ＳＣＨ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされ
る。ＰＵＳＣＨ上に送信されるアップリンクデータは、前記ＴＴＩ中に送信される前記Ｕ
Ｌ－ＳＣＨのためのデータブロックである、トランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒ
ｔ　ｂｌｏｃｋ）である。前記トランスポートブロックは、ユーザ情報である。または、
アップリンクデータは、多重化された（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｄ）データである。前記多
重化されたデータは、前記ＵＬ－ＳＣＨのためのトランスポートブロック及び制御情報を
多重化して取得されることができる。例えば、データに多重化される制御情報には、ＣＱ
Ｉ、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＨＡＲＱ、Ｒ
Ｉ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などがある。または、アップリンクデータは、制御
情報のみで構成されることもできる。
【００５９】
　キャリアアグリゲーション（ＣＡ）が記述される。これは３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０
０　Ｖ１１．６．０（２０１３－０６）の５．５節を参照することができる。
【００６０】
　ＣＡにおいて、１００ＭＨｚまでまたはそれ以上の広い送信帯域幅をサポートするため
に二つ以上のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）がアグリゲーションされる。ＵＥは、自
分の能力に依存して一つまたは複数のＣＣを介して同時に受信または送信できる。ＣＡに
対する単一タイミングアドバンス（ｓｉｎｇｌｅ　ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ）能力
を有するＵＥは、同じタイミングアドバンスを共有する複数のサービングセル（一つのタ
イミングアドバンスグループ（ＴＡＧ）内でグループ化された複数のサービングセル）に
対応する複数のＣＣを介して同時に受信及び／または送信できる。ＣＡに対する複数のタ
イミングアドバンス能力を有するＵＥは、互いに異なるタイミングアドバンスを有する複
数のサービングセル（複数のＴＡＧ内でグループ化された複数のサービングセル）に対応
する複数のＣＣを介して同時に受信及び／または送信できる。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、各ＴＡ
Ｇが少なくても一つのサービングセルを含むことを保障する。非ＣＡ能力ＵＥは、単一Ｃ
Ｃを介して受信することができ、ただ一つのサービングセル（一つのＴＡＧ内の一つのサ
ービングセル）に対応する単一ＣＣを介して送信できる。
【００６１】
　サービングセルは、ダウンリンク及び選択的にアップリンクリソースの結合である。即
ち、サービングセルは、一つのＤＬ　ＣＣ及び一つのＵＬ　ＣＣを含むことができる。そ
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の代案として、サービングセルは、一つのＤＬ　ＣＣを含むことができる。ＣＡは、複数
のサービングセルを有する。前記複数のサービングセルは、一つの１次サービングセル（
ＰＣｅｌｌ）及び少なくとも一つの２次サービングセル（ＳＣｅｌｌ）を含む。ＰＵＣＣ
Ｈ送信、ランダムアクセス手順などが前記ＰＣｅｌｌでのみ実行されることができる。
【００６２】
　図６は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａのキャリアアグリゲーションの例示を示す。図６を参照
すると、各ＣＣは、２０ＭＨｚの帯域幅を有し、これは３ＧＰＰ　ＬＴＥの帯域幅である
。５個までのＣＣまたはそれ以上がアグリゲーションされることができ、１００ＭＨｚの
最大帯域幅またはそれ以上が構成されることができる。
【００６３】
　Ｒｅｌ－８／９の数え方（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）を利用する周波数領域内で最大１１
０個のＲＢに制限される各々のＣＣを有する連続及び非連続ＣＣに対してＣＡがサポート
される。
【００６４】
　ＵＥが同じｅＮＢで発生した異なる個数のＣＣをアグリゲーションするように構成する
ことが可能であり、前記ＵＬ及び前記ＤＬで異なる帯域幅を有するように構成することが
可能である。ＤＬ　ＣＣの個数は、ＵＥのＤＬアグリゲーション能力に依存するように構
成されることができる。ＵＬ　ＣＣの個数は、前記ＵＥのＵＬアグリゲーション能力に依
存するように構成されることができる。典型的なＴＤＤ配置（ｄｅｐｌｏｙｍｅｎｔ）に
おいて、ＵＬ及びＤＬでの各ＣＣの帯域幅及びＣＣの個数は、同じである。ＴＡＧの個数
は、前記ＵＥのＴＡＧ能力に依存するように構成されることができる。
【００６５】
　同じｅＮＢで発生するＣＣは、同じカバレッジを提供する必要がない。
【００６６】
　ＣＣは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８／９と互換されなければならない。それにもかかわらず、
既存のメカニズム（例えば、禁止（ｂａｒｒｉｎｇ））は、Ｒｅｌ－８／９のＵＥがＣＣ
上にキャンプオン（ｃａｍｐｏｎ）することを回避するのに使われることができる。
【００６７】
　連続的にアグリゲーションされたＣＣの中心周波数間の間隔は、３００ｋＨｚの倍数に
ならなければならない。これはＲｅｌ－８／９の１００ｋＨｚ周波数ラスター（ｒａｓｔ
ｅｒ）と互換するために、同時に１５ｋＨｚ間隔の副搬送波と直交性を保存するためであ
る。アグリゲーションシナリオに依存して、連続的なＣＣ間に使用しない少ない数の副搬
送波を挿入することによってｎ×３００ｋＨｚ間隔が容易になる。
【００６８】
　ＴＤＤ　ＣＡに対して、ダウンリンク／アップリンク構成は、同じ帯域内ではコンポー
ネントキャリアにわたり同じであり、異なる帯域ではコンポーネントキャリアにわたり同
じまたは異なる。
【００６９】
　二重接続（Ｄｕａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）が記述される。
【００７０】
　図７は、マクロセル及びスモールセルへの二重接続の例示を示す。図５を参照すると、
前記ＵＥは、前記マクロセル及び前記スモールセルの両方ともに接続される。前記マクロ
セルをサービングするマクロセルｅＮＢは、二重接続で前記ＭｅＮＢであり、前記スモー
ルセルをサービングするスモールセルｅＮＢは、二重接続で前記ＳｅＮＢである。前記Ｍ
ｅＮＢは、少なくともＳ１－ＭＭＥを終端（ｔｅｒｍｉｎａｔｅ）するｅＮＢであるため
、二重接続でＣＮへ向かう移動性アンカーとして動作する。マクロｅＮＢが存在する場合
、前記マクロｅＮＢは、一般的に、前記ＭｅＮＢとして動作できる。前記ＳｅＮＢは、前
記ＵＥに対して追加的な無線リソースを提供するｅＮＢであり、これは二重接続で、前記
ＭｅＮＢではない。前記ＳｅＮＢは、一般的にベストエフォート型（ＢＥ：ｂｅｓｔ　ｅ
ｆｆｏｒｔ　ｔｙｐｅ）トラフィックを送信するように構成されることができ、それに対
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し、前記ＭｅＮＢは、ＶｏＩＰ、ストリーミングデータ、またはシグナリングデータのよ
うな他のタイプのトラフィックを送信するように構成されることができる。前記二重接続
で、前記ＵＥは、各ｅＮＢ当たり一つの搬送波グループで構成されることができ、これは
前記搬送波の全てが全てのＨＡＲＱ－ＡＣＫ及びフィードバックが一つのｅＮＢにより構
成される搬送波を介して送信される一つのＰＵＣＣＨ搬送波で構成される。
【００７１】
　前記ＭｅＮＢと前記ＳｅＮＢとの間のインターフェースは、Ｘｎインターフェースと呼
ばれる。前記Ｘｎインターフェースは、非理想的なものと仮定され、即ち、Ｘｎインター
フェースでの遅延は６０ｍｓまでである。
【００７２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥの現在明細書（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）によるアップリンク電
力制御が記述される。３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１１．３．０（２０１３－０６
）の５．１節が参照されることができる。ＰＵＳＣＨに対して、送信電力
【化１】

は、送信方式に対して構成されたアンテナポートの個数に対する非ゼロＰＵＳＣＨ送信を
有するアンテナポートの個数の比率により先行してスケーリングされる。結果的なスケー
リングされた電力が以後に前記非ゼロＰＵＳＣＨが送信される前記アンテナポートにわた
り同じように分散（ｓｐｌｉｔ）される。ＰＵＣＣＨまたはサウンディング参照信号（Ｓ
ＲＳ）に対して、送信電力

【化２】

は、ＰＵＣＣＨまたはＳＲＳに対して前記構成されたアンテナポートにわたって同じよう
に分散される。
【化３】

は、ＰＳＲＳ、ｃ（ｉ）の線形値である。
【００７３】
　前記ＰＵＳＣＨに対するアップリンク電力制御が記述される。ＰＵＳＣＨ送信に対する
前記ＵＥ送信電力の設定が下記のように定義されることができる。前記ＵＥが前記サービ
ングセルｃに対して同時ＰＵＣＣＨなしでＰＵＳＣＨを送信する場合、前記サービングセ
ルｃに対するサブフレームｉでのＰＵＳＣＨ送信に対して前記ＵＥ送信電力ＰＰＵＳＣＨ

、ｃ（ｉ）は、数式１により与えられることができる。
【００７４】
【数１】

【００７５】
　前記ＵＥが前記サービングセルｃに対してＰＵＣＣＨと同時にＰＵＳＣＨを送信する場
合、前記サービングセルｃに対するサブフレームｉでのＰＵＳＣＨ送信に対して前記ＵＥ
送信電力ＰＰＵＳＣＨ、ｃ（ｉ）は、数式２により与えられることができる。
【００７６】

【数２】
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【００７７】
　ＰＵＳＣＨに対してＤＣＩフォーマット３／３Ａに受信された送信電力制御（ＴＰＣ）
の累積（ａｃｃｕｍｕｌａｔｉｏｎ）に対して、前記ＵＥが前記サービングセルｃに対し
てＰＵＳＣＨを送信しない場合、前記サービングセルｃに対するサブフレームｉでのＰＵ
ＳＣＨ送信に対して前記ＵＥ送信電力ＰＰＵＳＣＨ、ｃ（ｉ）は、数式３により計算され
ることができるということを前記ＵＥが仮定しなければならない。
【００７８】
【数３】

【００７９】
　以上で記述された数式において、ＰＣＭＡＸ、ｃ（ｉ）は、前記サービングセルｃに対
するサブフレームｉでの前記構成されたＵＥ送信電力であり、
【化４】

は、ＰＣＭＡＸ、ｃ（ｉ）の線形値である。
【化５】

は、以下で記述されるＰＰＵＣＣＨ（ｉ）の線形値である。ＭＰＵＳＣＨ、ｃ（ｉ）は、
サブフレームｉ及びサービングセルｃに対して有効なリソースブロックの個数で表現され
る前記ＰＵＳＣＨリソース割当の帯域幅である。ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）は、サービ
ングセルｃに対してｊ＝０及び１に対する上位階層から提供される成分ＰＯ＿ＮＯＭＩＮ

ＡＬ＿ＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）及びｊ＝０及び１に対する上位階層により提供されるパラメ
ータＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）の和を含むパラメータである。ＰＬｃは、サービ
ングセルｃに対して前記ＵＥでｄＢで計算されるダウンリンク経路損失予測であり、そし
てＰＬｃ＝ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ－上位階層フィルタリングされた
参照信号受信電力（ＲＳＲＰ）であり、ここで、ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗ
ｅｒは、上位階層及びＲＳＲＰにより提供され、前記上位階層フィルタ構成が前記参照サ
ービングセルに対して定義される。前記１次セルのアップリンクに対して、前記サービン
グセルｃが前記１次セルを含むタイミングアドバンスグループ（ＴＡＧ）に属する場合、
前記１次セルがｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ及び上位階層フィルタリング
されたＲＳＲＰを決定するための前記参照サービングセルとして使われる。前記２次セル
のアップリンクに対して、上位階層パラメータｐａｔｈｌｏｓｓＲｅｆｅｒｅｎｃｅＬｉ
ｎｋｉｎｇにより構成される前記サービングセルは、ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰ
ｏｗｅｒ及び上位階層フィルタリングされたＲＳＲＰを決定するための前記参照サービン
グセルとして使われる。前記サービングセルｃが前記１次セルを含まないＴＡＧに属する
場合、サービングセルｃがｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ及び上位階層フィ
ルタリングされたＲＳＲＰを決定するために前記参照サービングセルとして使われる。
【００８０】
　前記ＵＥの総送信電力が
【化６】

を超過する場合、数式４が満たされるように、前記ＵＥは、サブフレームｉで前記サービ
ングｃに対して
【化７】
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をスケーリングすることができる。
【００８１】
【数４】

【００８２】
　数式４において、

【化８】

はＰＰＵＣＣＨ（ｉ）の線形値であり、
【化９】

はＰＰＵＳＣＨ、ｃ（ｉ）の線形値であり、
【化１０】

はサブフレームｉでＵＥ総構成された最大出力電力ＰＣＭＡＸの線形値であり、そしてｗ
（ｉ）はサービングセルｃに対する
【化１１】

のスケーリング要素であり、ここで０≦ｗ（ｉ）≦１である。サブフレームｉでＰＵＣＣ
Ｈ送信がない場合、
【化１２】

である。
【００８３】
　前記ＵＥがサービングセルｊ上でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するＰＵＳＣ
Ｈ及び任意の残余サービングセルでＵＣＩなしでＰＵＳＣＨを有し、前記ＵＥの総送信電
力が
【化１３】

を超過する場合、前記ＵＥは、数式５が満たされるように、サブフレームｉでＵＣＩなし
で前記サービングセルに対して
【化１４】

をスケーリングすることができる。
【００８４】

【数５】

【００８５】
【化１５】
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はＵＣＩを有するセルに対するＰＵＳＣＨ送信電力であり、ｗ（ｉ）はＵＣＩなしでサー
ビングセルｃに対する
【化１６】

のスケーリング要素である。このような場合で、
【化１７】

であり、前記ＵＥの総送信電力が
【化１８】

を超過しない場合、

【化１９】

に電力スケーリングが適用されない。ｗ（ｉ）であるが、特定サービングセルに対してｗ
（ｉ）が０の場合、ｗ（ｉ）値はサービングセルにわたって同じであることに注目する。
【００８６】
　前記ＵＥがサービングセルｊ上でＵＣＩを利用して同時のＰＵＣＣＨ及びＰＵＳＣＨ送
信及び任意の残余サービングセルでＵＣＩなしでＰＵＳＣＨ送信を有し、前記ＵＥの総送
信電力が

【化２０】

を超過する場合、前記ＵＥは、数式６によって
【化２１】

を取得することができる。
【００８７】
【数６】

【００８８】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧで構成され、そしてＴＡＧ内の与えられたサービングセルに対
してサブフレームｉを介した前記ＵＥの前記ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ送信が、他のＴＡＧ
内の互いに異なるサービングセルに対するサブフレームｉ＋１を介した前記ＰＵＳＣＨ送
信の１番目のシンボルの一部部分と重なる場合、前記ＵＥは、任意の重なった部分を介し
てＰＣＭＡＸを超過しないように自分の総送信電力を調整しなければならない。
【００８９】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧで構成され、そしてＴＡＧ内の与えられたサービングセルに対
してサブフレームｉを介した前記ＵＥの前記ＰＵＳＣＨ送信が、他のＴＡＧ内の互いに異
なるサービングセルに対するサブフレームｉ＋１を介した前記ＰＵＣＣＨ送信の１番目の
シンボルの一部部分と重なる場合、前記ＵＥは、任意の重なった部分を介してＰＣＭＡＸ

を超過しないように自分の総送信電力を調整しなければならない。
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【００９０】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧで構成され、そしてＴＡＧ内の与えられたサービングセルに対
してサブフレームｉを介した前記ＵＥの前記ＳＲＳ送信が、他のＴＡＧ内の互いに異なる
サービングセルに対するサブフレームｉまたはサブフレームｉ＋１を介した前記ＰＵＣＣ
Ｈ／ＰＵＳＣＨと重なる場合、前記ＵＥは、前記シンボルの任意の重なった部分を介して
自分の総送信電力がＰＣＭＡＸを超過するようにＳＲＳをドロップ（ｄｒｏｐ）させなけ
ればならない。
【００９１】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧ及び二つ以上のサービングセルで構成され、そして与えられた
サービングセルに対してサブフレームｉ上のシンボル内の前記ＵＥの前記ＳＲＳ送信が、
互いに異なるサービングセル（ら）に対してサブフレームｉを介したＰＵＣＣＨ／ＰＵＳ
ＣＨと重なり、そして互いに異なるサービングセル（ら）に対するサブフレームｉまたは
サブフレームｉ＋１を介したＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨと重なる場合、前記ＵＥは、総送信
電力が前記シンボルの任意の重なった部分を介してＰＣＭＡＸを超過する場合、前記ＵＥ
は、前記ＳＲＳ送信をドロップさせなければならない。
【００９２】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧで構成され、そして互いに異なるＴＡＧに属する互いに異なる
サービングセルのサブフレーム上のシンボル内でのＳＲＳ送信と並行して２次サービング
セルで物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を送信するように、上位階層により
要求される場合、前記シンボル内で任意の重なった部分を介した総送信電力がＰＣＭＡＸ

を超過する場合、前記ＵＥは、ＳＲＳをドロップさせなければならない。
【００９３】
　前記ＵＥが複数のＴＡＧで構成され、そして互いに異なるＴＡＧに属する互いに異なる
サービングセルでＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨと並行して２次サービングセルでＰＲＡＣＨを
送信するように、上位階層により要求される場合、前記ＵＥは、前記重なった部分を介し
た自分の総送信電力がＰＣＭＡＸを超過しないようにＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨの送信電力
を調整する。
【００９４】
　前記ＰＵＣＣＨに対するアップリンク電力制御が記述される。サービングセルｃは、１
次セルである場合、サブフレームｉでの前記ＰＵＣＣＨ送信に対する前記ＵＥ送信電力Ｐ

ＰＵＣＣＨの設定が数式７により定義されることができる。
【００９５】
【数７】

【００９６】
　ＰＵＣＣＨに対してＤＣＩフォーマット３／３Ａに受信されるＴＰＣ命令の累積に対し
て、前記ＵＥが前記１次セルに対してＰＵＣＣＨを送信しない場合、サブフレームｉでの
前記ＰＵＣＣＨ送信に対する前記ＵＥ送信電力ＰＰＵＣＣＨが数式８により計算されるこ
とができるということを前記ＵＥは仮定しなければならない。
【００９７】
【数８】

【００９８】
　前述された数式において、ＰＣＭＡＸ、ｃ（ｉ）は、サービングセルｃに対してサブフ
レームｉでの前記構成されたＵＥ送信電力である。パラメータΔＦ＿ＰＵＣＣＨ（Ｆ）が
上位階層により提供される。前記ＵＥが二つのアンテナポートを介してＰＵＣＣＨを送信
するように上位階層により構成される場合、ΔＴｘＤ（Ｆ’）の値は、上位階層により提
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供される。そうでない場合、ΔＴｘＤ（Ｆ’）＝０である。ｈ（ｎＣＱＩ、ｎＨＡＲＱ、
ｎＳＲ）は、ＰＵＣＣＨフォーマット従属値であり、ｎＣＱＩは、前記チャネル品質情報
（ＣＱＩ）に対する情報ビットの数に対応する。ＵＬ－ＳＣＨに対して任意の関連してい
るトランスポートブロックを有しないＵＥに対してサブフレームｉがＳＲで構成される場
合、ｎＳＲ＝１であり、そうでない場合、ｎＳＲ＝０である。ＰＯ＿ＰＵＣＣＨは、上位
階層により提供されるパラメータＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨ及び上位階層により
提供されるパラメータＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨの和で構成されるパラメータである。
【００９９】
　以下、本発明の実施例に他のアップリンク電力を制御するための方法が提示される。本
発明の実施例は、ＵＥに対するインター－サイトキャリアアグリゲーションが利用される
場合、電力制御態様を提案することができる。インター－サイトキャリアアグリゲーショ
ンは、少なくとも二つの搬送波が理想的バックホールまたは非理想的バックホールにより
接続されることができる別個のｅＮＢと関連されている複数の搬送波で構成されると定義
できる。
【０１００】
　それに対し、ＵＥが二重接続で構成される場合、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢは、相互同期さ
れなく、これらは互いにタイミングを認識することができない。このような場合で、電力
ヘッドルーム及び電力制御の分離された構成及び分離されたトリガを許容することが自然
である。
【０１０１】
　アップリンクに対して、電力利用可能性、または電力ヘッドルームは、ＵＬ－ＳＣＨに
対して最大出力電力と予測出力電力との間の差として定義されることができる。前記電力
ヘッドルームは、（ｄＢスケールで）負数だけでなく正数であり、ここで、負数値は、Ｕ
Ｅが現在電力利用可能性によりサポートできることより高いデータレートをネットワーク
がスケジューリングしたということを指示することができる。前記電力ヘッドルームは、
電力－制御メカニズムに依存でき、そしてシステムでの干渉及び基地局までの距離などに
より影響を受けるようになることができる。電力が制限されるＵＥを引き起こさない変調
－及び符号化方式（ＭＣＳ）及びリソースサイズＭの組合せの選択をアシストするために
、前記ＵＥは、前記ＵＥ電力用途に対して正規ＰＨＲを提供するように構成されることが
できる。各々のコンポーネントキャリアに対して別個の送信－電力制限がある。したがっ
て、電力ヘッドルームは、各コンポーネントキャリアに対して別個に測定されることがで
き、報告されることができる。
【０１０２】
　前記電力ヘッドルームに対する情報（即ち、ＰＨＲ）が前記ＵＥから前記ｅＮＢにフィ
ードバックされる。タイプ－１ＰＨＲは、全てのコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）に対
して同時に提供され、それに対し、タイプ－２ＰＨＲは、前記１次コンポーネントキャリ
アのみのために提供される。
【０１０３】
　非同期ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢ場合の取扱
【０１０４】
　ＰＨＲがＭｅＮＢ及びＳｅＮＢの両方ともに対して全ての活性化されたアップリンク－
構成された搬送波を活用する場合、このような非同期状況が一部混乱を引き起こす。
【０１０５】
　ＭｅＮＢ構成におけるサブフレームｎで、ＳｅＮＢ構成におけるサブフレームｎ＋ｋま
たはｎ＋ｋ＋１で、ＭｅＮＢに対してＰＨＲがトリガリングされると仮定する。フレーム
境界がＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間に整列されないという事実に起因して、これはサブフレ
ームインデックスｎ＋ｋ及びｎ＋ｋ＋１の両方ともがＭｅＮＢのサブフレームｎと重なる
ことが可能である。
【０１０６】
　このような場合で、構成されるパラメータに対してＵＥがＰＨＲ値を計算した場合、Ｓ
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ｅＮＢは、どんなサブフレームがＰＨＲ計算のために使われるかということに対する決定
（ｎ＋ｋまたはｎ＋ｋ＋１）をする必要がある。各サブフレームがＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨのような互いに異なるアップリンク送信を有することが
できるため、前記報告されるＰＨＲは互いに異なる。
【０１０７】
　報告の観点で、最悪の場合を報告することが好ましい。したがって、二つのサブフレー
ム間で、ＵＥは、少ない電力ヘッドルーム値を報告することができ、ここで、タイプ１及
びタイプ２がＳ－ＰＣｅｌｌに対して報告される。類似の原理がＳｅＮＢ　ＰＨＲ報告に
も適用されることができる。その代案としては、ＵＥがこれらの中から一つを選択し、こ
れを報告することができる。または、前記重複部分に依存して、サブフレームが選択され
ることができる。または、常に、１番目のサブフレーム（ｎ＋ｋ）が選択されることがで
きる。もちろん、他の代案は、ＰＨＲを一層よく送信されるようにすることができる。要
約すると、ＵＥは、二つのうち最小電力ヘッドルーム値または二つのうち最大電力ヘッド
ルーム値を報告することができる。
【０１０８】
　ＳｅＮＢ最大電力を扱う他の接近法は、ＳｅＮＢに対する二つの最大電力値を割り当て
ることである。一つは、搬送波当たり利用可能な最大電力であり、残りの一つは、ＳｅＮ
Ｂに対して使われる最大希望総電力である。
【０１０９】
　電力の観点で仮定すると、利用可能なＳｅＮＢに対して構成された最大電力を仮定して
ＭｅＮＢがＳｅＮＢに対してどのくらい多くの電力ヘッドルームが存在するかに対する情
報を取得することができるように、ＳｅＮＢに対して構成されるＰＨＲ、搬送波を報告す
ることが搬送波当たり最大利用可能電力でｍｉｎ｛搬送波当たり最大利用可能電力、Ｓｅ
ＮＢに対して最大希望総電力｝を利用することができる場合、常にＳｅＮＢがＭｅＮＢに
比べて低い優先順位になる。
【０１１０】
　このような接近法は、ｅＮＢがいくつかの理由で他のｅＮＢに最大割り当てられた電力
を知らない場合に有用である。例えば、（電力割当が比率－搬送波グループ間の電力共有
比率により与えられることができる）ＵＥでの最大送信電力ＰＣＭＡＸ計算に起因し、ま
たは各搬送波グループに対して最大電力に対するＵＥ計算に起因して、搬送波グループ当
たり最大送信電力がネットワークに知られていない場合、搬送波当たり最大送信電力ＰＣ

ＭＡＸ、ｃを報告する代わりに、搬送波グループ当たり最大電力が利用されることができ
る。搬送波グループ当たり最大電力を報告する場合、このような値は、ＰＣＭＡＸ、ｃと
別個に（または、これに付加して）報告されることができ、ここで、ＰＣＭＡＸ、ｃは、
下記のＰＨＲ報告メカニズムで報告される。
【０１１１】
　ＰＣＭＡＸを演算する観点で、重なったサブフレームが考慮される必要があると考えら
れる。図８は、本発明（ら）による前記重なったサブフレームを考慮して最大電力を取得
する例を簡略に記述する。ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢのサブフレームは、非同期化されるため
、整列されない。図８を参照すると、ＳｅＮＢに対するｎ番目のサブフレームは、ＭｅＮ
Ｂに対するｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレームで重なる。ＳｅＮＢに対するｎ番目
のサブフレームで最大電力を得るために、（ｎ、ｋ）からの最大電力及び（ｎ、ｋ＋１）
からの最小電力が全て考慮される必要がある。
【０１１２】
　電力制限された場合を決定するために、電力制限された場合に使用されるＰＣＭＡＸ（
ｎ、ｋ）及びＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ＋１）は、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）及びＰＣＭＡＸ（ｎ、
ｋ＋１）を各々利用して二つの重複区間（サブフレームｎとｋとの間の重複及びサブフレ
ームｎとｋ＋１との間の重複）内で確認されることができる。少なくとも一つの重複は、
電力制限された場合を有し、これは前記電力制限された場合として考慮される。
【０１１３】
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　電力制限された場合が発生する前記重複部分で、電力スケーリング規則が適用されるこ
とができる。アップリンクチャネルに対して計算された電力は、ｎ番目のサブフレームに
対してＰｕｌ（ｎ、ｋ）及びＰｕｌ（ｎ、ｋ＋１）と呼ばれる。前記電力は、ｍｉｎ｛Ｐ

ｕｌ（ｎ、ｋ）、Ｐｕｌ（ｎ、ｋ＋１）｝として決定されることができる。
【０１１４】
　図９は、本発明（ら）による電力スケーリングの例を簡略に記述する。図９の例で、搬
送波Ｃ１及び搬送波Ｃ２のサブフレームは、非同期化されるため、整列されない。ｎ番目
のサブフレームでの搬送波２（Ｃ２）に対する電力は、ｍｉｎ｛Ｐ２、Ｐ３｝に決定され
、ここで、Ｐ２及びＰ３は、優先順位規則に従う各重複部分から決定される。
【０１１５】
　即ち、搬送波Ｃ２のｎ番目のサブフレームと搬送波Ｃ１のｋ番目のサブフレームとの間
の重複に対するＣ２の電力が図９の２番目の図面に示すように取得されることができ、そ
してＣ２のサブフレーム及びＣ１のサブフレームが図９の１番目の図面のように重なった
場合、Ｃ２のｎ番目のサブフレームとＣ１の（ｋ＋１）番目のサブフレームとの間の重な
った部分に対するＣ２の電力が図９の３番目の図面に示すように取得されることができる
。結果的に、ｎ番目のサブフレームでＣ２に対する電力は、図９の４番目の図面として決
定されることができる。
【０１１６】
　アップリンク送信遅延
【０１１７】
　ＰＵＳＣＨ送信上の電力スケジューリングを扱うために、ｅＮＢは、ＵＬ遅延がトリガ
リングされる場合、ＵＥは、利用可能な電力に依存してサブフレームｎ＋４またはｎ＋５
でＰＵＳＣＨを送信するための柔軟性を有する。（ｎ＋４）番目のサブフレームでの送信
が任意の電力問題を引き起こさない場合、これは（ｎ＋４）番目のサブフレームでＰＵＳ
ＣＨを送信する。
【０１１８】
　これは、ＴＤＤがＵＬからＤＬに方向を変更することができる一つのサブフレームをＦ
ＤＤが待機する場合、ＦＤＤ／ＴＤＤがノード間アグリゲーションされる時に有用である
。（一般的に話えば）これは常に考慮されることができ、ＵＬ遅延は、１個のサブフレー
ム以上になる。
【０１１９】
　電力制御のための互いに異なる同期状態の取扱
【０１２０】
　二重接続で、ＭｅＮＢ／ＳｅＮＢ構成に依存して、全てのｅＮＢへのアップリンク送信
が１番目の場合で同時に発生でき、ＵＥが二つのｅＮＢ間に大きいタイミング差を経験す
ることができて、アップリンク送信が（具現観点で）別個に試みられる必要があるように
、ＵＥが二つのｅＮＢが同期化されると仮定することができる二つの互いに異なる場合を
ＵＥは経験することができる。
【０１２１】
　ＵＥ複雑度が増加する２番目の場合（同期された場合）をサポートするために、上位階
層シグナリングにより、必要な場合にのみ、同期された場合に対するサポートを“活性化
”することを考慮することが好ましい。
【０１２２】
　また、ＵＥが自分のハードウェア複雑度に起因して非同期された場合に対する電力制御
をサポートすることができない場合、“非同期二重接続に対するＴＰＣサポート”を介し
て異なるＵＥ能力を有することが好ましい。また、このような能力は、一般的に前記ＵＥ
が同期シナリオをサポートするかどうかを特定することができる。
【０１２３】
　要約すると、ＵＥは“同期シナリオ（または、二重接続）に対するＴＰＣサポート”を
能力として上位階層に報告でき、そして、ネットワークは、二重接続が構成される場合、
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“ＴＰＣ非同期である場合”を使用するようにＵＥを構成することができる。ＵＥが“ｅ
ｎａｂｌｅＴＰＣａｓｙｎｃ”（ＴＰＣ非同期である場合）で構成されない場合、ＭｅＮ
Ｂ及びＳｅＮＢが同期化されたと仮定することができる。または、二つのｅＮＢ間の同期
状態を指示するための別個の上位階層シグナリングが実現可能である。
【０１２４】
　また、ＵＥが（このような場合で報告するためのＵＥ能力が実行されることができる）
非同期である場合にもかかわらず、ＵＥは、他の構成に依存して二重接続シナリオで構成
されることを希望しないということも実現可能である。例えば、非同期二重接続がｅＰＤ
ＣＣＨで構成されない。このような場合で、ＵＥは、ｅＰＤＣＣＨ構成または非同期二重
接続構成を拒否することができる。
【０１２５】
　同期シナリオに対して、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間のタイミング差は、しきいより小さ
いと仮定されることができる。
【０１２６】
　その代案としては、ＵＥは、ＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌに信号の送信タイミング差に
基づいて同期された場合を仮定することができる。例えば、前記差が［３３μｓ］より小
さい場合、前記シナリオは、同期された場合と仮定することができる。そうでない場合、
ネットワークが非同期されたと仮定することができる。
【０１２７】
　電力制御観点から、同期された場合は、ＵＥが（例えば、二つのｅＮＢ間に全ての残余
電力が共有され、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）タイプに基づく優先順位規則が適用さ
れる）同期されたシナリオに対して電力制御モードを適用することを意味し、それに対し
、次に重なったサブフレームに潜在的にアップリンク送信がある場合、非同期されたシナ
リオに対して以前のタイミングに基づいて優先順位規則を活用し、そして最小予約電力が
他のｅＮＢに割り当てられる。
【０１２８】
　その代案としては、ＰＣｅｌｌとｐＳＣｅｌｌとの間に受信されたタイミング差及びＰ
Ｃｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌまでの送信タイミング差は、前記ＵＥが同期シナリオを適用す
るかまたは非同期シナリオを適用するかを決定するために使われることができる。例えば
、前記受信されたタイミング差が３３μｓより小さく、送信タイミング差が［３３μｓ］
より小さい場合、前記ＵＥは、予測（ｌｏｏｋ－ａｈｅａｄ）を実行することで前記重な
ったサブフレーム（より大きい重なったサブフレーム）を介して（同期シナリオで適用さ
れる）ＵＣＩタイプに基づいて優先順位規則を適用する。そうでない場合、同期された場
合と仮定することができ、送信タイミングに基づいて優先順位規則を適用する（以前の送
信がより高い優先順位を有する）。
【０１２９】
　ＵＥがＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌに信号（または、任意のセルへの信号）の送信タイ
ミングに基づいて同期されたシナリオまたは非同期されたシナリオ（または、適用する電
力制御モード）を決定する場合、送信タイミング差が変わることができる一部条件が突然
考慮される必要がある。
【０１３０】
　一例は、ＲＡＣＨ手順に基づいてタイミングアドバンス（ＴＡ）を調整するものである
（したがって、絶対ＴＡ値が構成される）。ＲＡＣＨ手順によるＴＡ調整に基づいて、送
信タイミング差は、（［３３μｓ］のような）小さい値からより大きく（＞［３３μｓ］
）なる場合、前記ＵＥは、自分の電力制御モードをスイッチさせることができる。
【０１３１】
　ＵＥがアップリンク送信タイミング差に基づいて電力制御を決定する場合、ＰＲＡＣＨ
またはＳＲＳを活用するよりはＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ送信タイミングに基づく必要
がある。
【０１３２】
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　その代案としては、ＲＡＣＨに基づいているＴＡ調整を利用しても、ＵＥは、長い－時
間スケール測定に基づいてアップリンクタイミング差を実行することができるため、平均
送信タイミング差が閾値［３３μｓ］よりはるかに小さい場合、同期されたモード（例え
ば、同期されたシナリオで使われるＤＣ電力制御モード）を依然として考慮することがで
きる。前記平均が変わる場合、自分の行動を変更することができる。
【０１３３】
　他の接近法は、現在ＮＴＡ　ｖａｌｕｅｓまたはＰＣｅｌｌとｐＳＣｅｌｌとの間の即
時（ｉｎｓｔａｎｔ）送信タイミング差に基づいてＰＣｅｌｌとｐＳＣｅｌｌとの間の送
信タイミング差を決定することである。前記電力制御モードが動的に変更される場合、前
記ＵＥは、前記現在サブフレームに前記選択された電力制御モードを適用することができ
、次のサブフレームに対して自分の行動を変更することができる。例えば、マスタ搬送波
グループ（ＭＣＧ：ｍａｓｔｅｒ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｇｒｏｕｐ）のサブフレームｎ及び
２次搬送波グループ（ＳＣＧ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｇｒｏｕｐ）のサ
ブフレームｋ及びｋ＋１が重なる場合、新しいＤＣ電力制御が開始サブフレームｎ＋１及
びｋ＋２（または、ｋ＋１）に適用されることができる。
【０１３４】
　他の接近法は、ＵＥがＳｅＮＢまたはｐＳＣｅｌｌで構成される場合、前記送信タイミ
ング差が［３３μｓ］より小さい場合、前記電力制御が同期として決定されるように（そ
うでない場合、非同期として決定される）ＵＥ具現解決法がスイッチを扱うことを可能に
することである。ＰＳＣｅｌｌが変更され、または非活性化されない限り、決定されると
、同じモードが適用される。これは前記送信タイミング差が一部地点で［３３μｓ］より
大きくなるにもかかわらず、ＵＥが同期電力制御モード（即ち、予測動作）をサポートす
べきであるということを意味する。ＵＥが同期モード（または、非同期モード）を扱うこ
とができない、または前記電力制限された場合が発生する場合にのみ、ｐＳＣｅｌｌへの
パケットをドロップし、またはｐＳＣｅｌｌに送信することを中止すると、ＵＥは、“エ
ラー”をトリガすることができる。
【０１３５】
　即ち、ＵＥは、前記送信タイミング差が［３３μｓ］より大きくなる非同期電力制御モ
ードとして決定される場合、ｐＳＣｅｌｌ（または、ＳＣＧ）へのパケットをドロップす
る選択を有することができる。即ち、ＵＥは、現在決定されたＤＣ電力制御モードを適用
することができなく、前記ＵＥが電力制限された場合を経験すると、リンクチャネルをド
ロップすることができる。
【０１３６】
　これは電力制御モードが利用されるネットワーク信号の場合に特に適用される。前記ネ
ットワークシグナリングが適用されるかどうかに依存する二つの接近法がある。
【０１３７】
　（１）接近法１－前記ネットワークシグナリングが利用される。
【０１３８】
　前記ネットワークがＤＣ電力制御モード１をシグナリングする場合、ＰＣｅｌｌ及びｐ
ＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差が［３３μｓ］と同じまたは小さい場合、ＵＥは
、ＤＣ電力制御モード１を適用しなければならない。前記ＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌへ
の信号の送信タイミング差が［３３μｓ］より大きい場合、次のうち一つのＵＥ行動。（
ｉ）代案１：ＭＴＡと同じように、このような場合を（即ち、例えば、ＳＣＧにアップリ
ンク信号を送信しない）エラーケースとして取扱う。（ｉｉ）代案２：このような場合で
、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用することができる。
【０１３９】
　前記ネットワークがＤＣ電力制御モード２をシグナリングする場合、ＰＣｅｌｌ及びｐ
ＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差が［３３μｓ］より大きい場合、ＵＥは、ＤＣ電
力制御モード２を適用しなければならない。前記ＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌへの信号の
送信タイミング差が［３３μｓ］と同じまたは小さい場合、次のうち一つのＵＥ行動。（
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ｉ）代案１：このような場合で、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用しなければならな
い。（ｉｉ）代案２：このような場合で、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用しない。
【０１４０】
　（２）接近法２
【０１４１】
　前記ネットワークがＤＣ電力制御モード１をシグナリングする場合、ＰＣｅｌｌ及びｐ
ＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差が［３３μｓ］と同じまたは小さいということを
ＵＥは仮定することができる。ＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差
が［３３μｓ］より大きい場合、ＵＥ行動は、次のうち一つである（ｉ）代案１：ＣＡと
同じように、ＵＥは、ＳＣＧにアップリンク信号を送信しない。（ｉｉ）代案２：ＵＥは
、前記ネットワークに前記ＵＥがＳＣＧにアップリンク送信を送信しないということを通
知する。
【０１４２】
　前記ネットワークがＤＣ電力制御モード２をシグナリングする場合、ＰＣｅｌｌ及びｐ
ＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差が［３３μｓ］より大きいということをＵＥは仮
定することができる。ＰＣｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌへの信号の送信タイミング差が［３３
μｓ］と同じまたは小さい場合、ＵＥ行動は、次のうち一つである。（ｉ）代案１：この
ような場合で、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用しなければならない。（ｉｉ）代案
２：処理時間が許容され、またはタイミング差が［３３μｓ］より小さい場合、ＵＥは、
ＤＣ電力制御モード２を適用し、そうでない場合、ＵＥは、ＳＣＧにアップリンク信号を
送信しない。（ｉｉｉ）代案３：処理時間が許容され、またはタイミング差が［３３μｓ
］より小さい場合、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用し、そうでない場合、ＵＥは、
ＤＣ電力制御モード１を適用する。（ｉｖ）代案４：処理時間が許容され、またはタイミ
ング差が［３３μｓ］より小さい場合、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード２を適用し、そうで
ない場合、ＵＥは、ＤＣ電力制御モード１を適用し、ネットワークにＤＣ電力制御モード
１を適用することを通知する。（ｖ）代案５：ＤＣ電力制御モードが選択されることを決
定するために、このような場合を扱うことをＵＥ具現に任せる。（ｖｉ）代案６：このよ
うな場合を扱うためにＵＥ具現に任せ、前記ネットワークにＤＣ電力制御モードに対して
通知する。（ｖｉｉ）代案７：ＳＣＧへのＵＬをドロップしたり、電力制御を選択するか
どうかを含んでＵＥ具現に任せる。
【０１４３】
　前記送信タイミング差を測定する方法は、ＵＥ具現による。前記送信タイミング差が［
３３μｓ］のような特定閾値を超過する場合、非同期電力制御モードを適用することがで
きる。そうでない場合、同期電力制御モードを適用することができる。活性化されたｐＳ
Ｃｅｌｌの間に、前記電力制御モードは変更されない。前記電力制御モードが変更されな
い必要がある場合、ＵＥ具現に基づいており、変更する方法は、ＵＥ具現による。その代
案としては、前記電力制限された場合が発生する場合、前記ＵＥは、前記タイミング差を
測定し、前記送信タイミング差に基づいて電力制御モードのうち一つを適用する。異なる
ように構成されない限り、ＵＥは、電力制限された場合が発生しない場合に同期電力制御
モードを仮定しなければならない（または、電力制限された場合を決定するために同期電
力制御モードを仮定する）。
【０１４４】
　その代案としては、ＴＡが（ＭＣＧまたはＳＣＧから）受信される場合にのみ、ＵＥは
、自分の電力制御モードを変更することができる。ＴＡ命令中に送信タイミング差が［３
３μｓ］より大きくなるにもかかわらず、ＵＥは、電力制御モードを変更させる必要はな
い。ＴＡ命令から６ｍｓｅｃ以後に送信タイミング差が適用されるため、モードが変更さ
れた場合、互いに異なる電力制御モードを適用するために同じサブフレームが開始サブフ
レームになる。即ち、ＴＡを適用するための同じ規則が電力制御モードを決定するために
利用される必要がある。したがって、前記タイミング差は、ＴＡ命令が受信された場合に
のみ測定される。
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【０１４５】
　しかし、二つのｅＮＢ間にＳＦＮが整列され、またはフレーム境界が整列されることを
意味するものではない。サブフレーム境界がＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間に整列されると、
同期シナリオであると仮定されることができる。
【０１４６】
　ＳＦＮ及び／またはフレーム境界が整列されない場合、ＵＥは、サブフレームオフセッ
ト及び／またはＳＦＮオフセットに対するオフセットで構成されることができる。その代
案としては、ＵＥは、自分のサービングセルに対するオフセットを報告することができる
。前記オフセットに基づいて、電力制御が実行される場合、前記重なったサブフレームが
決定される。
【０１４７】
　例えば、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢのフレーム境界が“３サブフレーム”オフセットを有す
る場合、ＭｅＮＢに対するｎ番目のサブフレーム及びＳｅＮＢに対するｎ＋３番目のサブ
フレームが前記重なったサブフレームと仮定される。
【０１４８】
　また、同期の場合を定義することは、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢにより構成されるＴＡ値の
差により従属されることができる。したがって、ＭｅＮＢから任意のＴＡとＳｅＮＢから
任意のＴＡとの最大差は、ＵＥが複数のＴＡメカニズムにより扱われることができる特定
閾値を超過することができない。したがって、各ｅＮＢに対して最大許容可能なＴＡ値が
二つのｅＮＢ間に調整されることができる。
【０１４９】
　例えば、ＳｅＮＢに対する最大ＴＡ値は、ゼロ‘０’と仮定されることができ、それに
対し、ＭｅＮＢに対する最大ＴＡ値は（３２．４６μｓのような）複数のＴＡＧで最大Ｔ
Ａ差と仮定されることができる。ＴＡ値が前記割り当てられた最大ＴＡを超過する場合、
無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）再構成が
動作モードを同期ＴＰＣから非同期ＴＰＣに変更することを試み、または最大ＴＡが使わ
れ、またはＳｅＮＢ除去が試みられることができる。
【０１５０】
　より詳しくは、ＵＥは、同期されたシナリオをサポートし、前記ネットワークがＳｅＮ
Ｂを構成解除することができるように前記ネットワークＴＡ差が自分の許容可能な値より
大きくなることを前記ネットワークに通知できる。動作観点で、ＭＣＧまたはＳＣＧに属
するＴＡＧに関係なしに、任意のＴＡＧ間にアップリンク送信差が前記許容可能な値より
大きい場合、このような場合はミス構成（ｍｉｓ－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）または
誤った（ｗｒｏｎｇ）シナリオとして取扱されることができる。
【０１５１】
　しかし、各々のｅＮＢからのＴＡ値間の差は、前記閾値より小さく維持される必要があ
る。したがって、実際値が前記閾値を超過することができる。ＵＥが同期ＴＰＣモードで
動作する場合、前記閾値より大きいＴＡギャップを受信する時、ＵＥは、ＭｅＮＢに通知
しなければならない。
【０１５２】
　アップリンク電力制御及び送信のより良い取扱のために、非同期である場合または同期
である場合の構成は、ＳｅＮＢ付加により決定される。ＳｅＮＢがＵＥに付加される場合
、同期情報が与えられる。
【０１５３】
　ＵＥが非同期二重接続（即ち、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが同期されない）で構成される場
合、ＳｅＮＢのＳＦＮ情報を取得するために、前記ＵＥは、ＰＢＣＨを取得しなければな
らない。また、専用ＰＲＡＣＨリソースまたは測定のような一部情報は、ＳＦＮ情報に対
する知識に依存できるため、ＵＥが測定報告を報告する場合、ＵＥは、前記ＳＦＮ及び／
または（前記ＭｅＮＢと互いに異なる）前記識別されたセルのＭｅＮＢに対するタイミン
グオフセットを報告することができる。ＵＥがＰＢＣＨを読むことはできない場合、単一
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周波数ネットワーク（ＳＦＮ）を指示するためにランダムアクセス応答を介するような専
用シグナリングが考慮されることができる。
【０１５４】
　同期モード及び非同期モードの他の指示は、Ｐ＿ＭｅＮＢ（ＭｅＮＢに対して割り当て
られた電力）及びＰ＿ＳｅＮＢ（ＳｅＮＢに対して割り当てられた電力）の和から類推さ
れることができる。前記和がＵＥ総電力を超過する場合、前記ＵＥは、同期モードで動作
することを仮定することができ、それに対し、他の場合で、前記ＵＥは、非同期モードを
仮定することができる。
【０１５５】
　同期の場合及び非同期の場合でのＴＰＣ動作に対して、次の（Ａ）乃至（Ｃ）は、互い
に異なる。
【０１５６】
　（Ａ）ＰＣｍａｘ決定：図１０は、非同期の場合でＰＣＭＡＸを決定する例を記述する
。図１０を参照すると、非同期の場合で、ＰＣＭＡＸは、ｍｉｎ｛ＰＣＭＡＸ１＝ＣＣ１
（ｎ）＋ＣＣ２（ｎ）、ＰＣＭＡＸ２＝ＣＣ１（ｎ）＋ＣＣ２（ｎ＋１）、ＰＣＭＡＸ３
＝ＣＣ１（ｎ＋１）＋ＣＣ２（ｎ＋１）｝のような新しい規則により決定され、それに対
し、同期の場合で、ＰＣＭＡＸは、ＣＡのようにサブフレームｎ毎に決定される。したが
って、電力制限された場合の定義も影響を受ける。
【０１５７】
　（Ｂ）電力スケーリング：電力節約／スケーリングに対して、非同期の場合で、二つの
重なったサブフレーム（ｎ、ｎ＋１）が前記送信に対して考慮される必要がある。それに
対し、同期の場合は、サブフレームｎのみを活用することができる。
【０１５８】
　（Ｃ）電力スケーリング規則／優先順位：優先順位規則に対して、同期の場合で、ＵＥ
が複数のＴＡ取扱明細書によるチャネルの送信中に電力を減少させることができるという
ことを除いては、優先順位規則は同じである。
【０１５９】
　より一般的に、同期の場合で、電力制御は、“モード１電力制御動作”と呼ばれ、それ
に対し、非同期の場合で、電力制御は、“モード２電力制御動作”と呼ばれる。ＵＥがＣ
Ｇ当たり互いに異なるＴＡＧで構成される場合、互いに異なるＴＡＧ間の前記ＴＡ差は、
ＵＥがモード１動作で構成されるにもかかわらず（３２．６７μｓのような）最大許容可
能ＴＡ差を超過する場合、ＵＥは、前記非構成に対して前記ネットワークに通知しなけれ
ばならない。または、ＵＥは、互いに異なるＴＡＧを公差内で扱うことができるように、
ＳｅＮＢのＴＡ＝ＴＡ１（ＭｅＮＢ）－最大許容可能なＴＡ差で設定できる。
【０１６０】
　同期モード動作での電力制御最適化
【０１６１】
　同期モードに対してＬＴＥ　ＣＡ電力制御のＲｅｌ－１１を拡張することは、いくつか
の追加的な考慮を要求する。
【０１６２】
　図１１は、ＭｅＮＢを介して（ｎ＋１）番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨとＳｅＮＢ
を介してｎ番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨが重なる場合を簡略に示す。ＰＵＣＣＨ及
びＰＵＣＣＨが前記電力制限された場合で衝突する場合、ＰＵＣＣＨがＰＵＳＣＨより高
い優先順位を有し、そしてＭｅＮＢがＳｅＮＢに比べてより高い優先順位を有することを
仮定する。
【０１６３】
　図１１を参照すると、ＳｅＮＢ　ＰＵＣＣＨがＭｅＮＢに対するＰＵＳＣＨより高い優
先順位を有するため、ｎ番目のサブフレームで電力スケーリングなしでＳｅＮＢ　ＰＵＣ
ＣＨが送信されることができる。しかし、ｎ番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨが（ｎ＋
１）番目のサブフレームでのＭｅＮＢに対するＰＵＣＣＨと重なるため、前記重なった部



(27) JP 6517824 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

分での前記電力スケーリングが要求される。
【０１６４】
　（３ＧＰＰ　ＬＴＥ　ｒｅｌ－１１のような）現在存在する規則によると、前記重なっ
た領域内のＰＵＣＣＨに対するスケーリングを誘導する前記重なった部分で、ＵＥは、Ｐ

ＣＭＡＸを超過しないように電力を調整することができる。前記重なった部分での前記電
力スケーリングを回避するために、（１）～（４）のようないくつかの他のメカニズムが
考慮されることができる。
【０１６５】
　（１）ＰＵＣＣＨの電力を決定するために、他のｅＮＢのｎ及びｎ＋１サブフレームの
両方ともを見なければならない（または、ＳｅＮＢに対するＰＵＣＣＨのみがＭｅＮＢの
ｎ及びｎ＋１サブフレームを見ることができる）。前記優先順位規則によると、ＰＵＣＣ
Ｈ／ＰＵＣＣＨにより発生される電力制約された場合が発生すると、ＳｅＮＢへのＰＵＣ
ＣＨがドロップされることができる。前記例示で、ｎ番目のサブフレームを介したＰＵＣ
ＣＨがドロップされることができる。
【０１６６】
　（２）ＵＥは、ＳｅＮＢに対して短縮されたＰＵＣＣＨを利用して上位階層構成される
ことができる（ＳｅＮＢ　ＰＵＣＣＨがより高い優先順位を有する場合、ＭｅＮＢに対す
るＰＵＣＣＨがより高い優先順位を仮定し、ＭｅＮＢに対して短縮されたＰＵＣＣＨが構
成されることができる）。ＰＵＣＣＨフォーマット２が電力制限された場合で送信される
場合、ＰＵＣＣＨフォーマット２に対する短縮されたＰＵＣＣＨフォーマットが利用可能
でないため、ＰＵＣＣＨがドロップされない場合に電力スケーリングが使われることがで
きる。このような問題に対して短縮されたＰＵＣＣＨが構成される場合、ＵＥは、ＳＲＳ
送信またはＳＲＳ構成に関係なしに短縮されたＰＵＣＣＨを使用しなければならない。
【０１６７】
　（３）１ｍｓｅｃ以内に（即ち、ＰＵＣＣＨ送信中に）ＵＥ最大電力を超過しないよう
に全体ＰＵＣＣＨを電力スケーリングする。前記重複部分は、（３２．６４μｓのように
）非常に小さいため、前記超過した電力が前記全体ＰＵＣＣＨ送信期間にわたりスケーリ
ングされる場合、減少された電力は、非常に不十分である（ｍａｒｇｉｎａｌ）ため、Ｐ
ＵＣＣＨに対する性能の影響は相当でない。
【０１６８】
　（４）他の方法は、前記電力制限された場合で以後のＰＵＣＣＨをドロップすることで
ある。ＵＥは、ｎ番目のサブフレームに対してアップリンク送信に対するサブフレームを
モニタリングすることを仮定し、ｎ番目のサブフレームでのＰＵＣＣＨがｎ＋１番目のサ
ブフレームでのＰＵＣＣＨと衝突する場合、前記ＵＥが電力制限された場合を経験すると
、ｎ＋１番目のサブフレームＰＵＣＣＨがドロップされることができる。または、（方法
３により）ｎ＋１番目のサブフレームＰＵＣＣＨを介して全体ＰＵＣＣＨを電力スケーリ
ングすることが試みられることができ、ここで、ｎ＋１番目のサブフレームの全体ＰＵＣ
ＣＨ送信にわたり前記超過した電力が拡散されることができる。このような場合で、任意
の状態で連続的なアップリンク送信に起因して以前のアップリンク送信の送信電力が変更
されないということが一般的に認定されることができる。
【０１６９】
　他の衝突の場合、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨまたはＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨに対して、Ｕ
Ｅ最大電力を超過しないように、ＵＥは、前記重複部分での電力を減少させることができ
る。
【０１７０】
　また、ネットワークがこのような場合で複数のＴＡ行動を適用するように構成されるこ
とができる。または、ＵＥは、前記重なった部分（より小さい重複）が小さい場合、ＵＥ
は、同じ行動を適用することを仮定することができる。さらに、ｅＮＢ内にある場合（即
ち、イントラ－ｅＮＢ　ＣＡ）、搬送波グループで構成される場合にも、ＭＴＡ行動が後
続されなければならない。即ち、ＵＥがＣＡフレームワーク内で二つの搬送波グループで
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構成される場合、上位階層シグナリングを介してまたは他の手段により指示される場合、
このような場合に対してＭＴＡが後続されなければならない。
【０１７１】
　図１２は、ＰＵＣＣＨ及びＰＲＡＣＨが衝突する場合の他の例を簡略に示す。
【０１７２】
　ＭｅＮＢに対してＴＡ値がＳｅＮＢより大きい場合、前記重複は、発生することができ
ない。しかし、図１２に示すように、ＭｅＮＢ　ＰＵＣＣＨ及びＳｅＮＢ　ＰＲＡＣＨが
ＭｅＮＢ／ＳｅＮＢの送信タイミング及びＴＡ値の設定に依存して衝突できる（ＭｅＮＢ
　ＰＲＡＣＨに対して類似することが発生できる）。このような場合で、ＰＲＡＣＨがＰ
ＵＣＣＨに比べてより高い優先順位を有する場合、ＭｅＮＢ　ＰＵＣＣＨが調整されなけ
ればならない。
【０１７３】
　また、本発明で言及された類似のメカニズムがこのような場合に適用されることができ
る。しかし、ＰＲＡＣＨが相対的に長いプリアンブルを有するため、前記重なった部分で
ＰＲＡＣＨ電力を減少させることが考慮されることができる。即ち、ＵＥは、前記重なっ
た部分で（ＰＵＣＣＨ電力を維持しながら）電力を減少させることができる。適切なＴＡ
設定がこのような問題を回避することができる。このような場合で、（ｎ＋１）番目のサ
ブフレームでのＰＲＡＣＨが他のｅＮＢに対するｎ番目のサブフレームでの任意のアップ
リンク送信と衝突することができないということをＵＥが仮定することができる。衝突が
発生する場合、ＵＥは、前記重なった部分で最大電力を超過することができる。したがっ
て、任意の他の措置が必要でない。
【０１７４】
　ＵＥが予測を実行することができない非同期の場合の取扱
【０１７５】
　ＣＧ当たり割り当てられる総電力Ｐａｌｌｏｃ＿ｘｅＮＢが各ｘＣＧに対して予約され
た以後に１番目の送信が残余電力を活用することができることが同意される。このような
場合でも、ＰＲＡＣＨ及びＳＲＳが予測を実行する必要があって、本発明は、ＰＵＣＣＨ
／ＰＵＳＣＨ場合のみを注目する。
【０１７６】
　ＵＥがサブフレームｋ及びｋ＋１でのアップリンク送信がないということを知る場合が
ある（一つのｅＮＢのサブフレームｎ及び他のｅＮＢのサブフレームｋ及びｋ＋１が重な
る場合）、ＵＥは、全体残余電力を活用することができる。
【０１７７】
　また、より多くの電力を保護することを考慮すると、互いに異なるＰａｌｌｏｃ＿ｘｅ

ＮＢが考慮されることができるサブフレームのセットを構成することが考慮されることが
できる。例えば、向上した干渉管理及びトラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：ｅｎｈａｎｃｅ
ｄ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｔｒａｆｆｉｃ　ａｄ
ａｐｔａｔｉｏｎ）で、サブフレーム＃２は、ＰＵＣＣＨを伝送することが非常に重要で
あり、それに対し、他のサブフレームは、低電力を利用することができる。サブフレーム
＃２に対して、高く割り当てられた電力が考慮されることができ、それに対し、他のサブ
フレームは、ＭＣＧに電力を不必要に制限しないように低く割り当てられた電力で使われ
る。
【０１７８】
　さらに、ＳＰＳ　ＰＵＳＣＨは、“スケジューリングされた”送信と見なされることが
できるため、１番目の送信に比べて高い優先順位を有することができる。したがって、前
記ＵＥは、ＳＰＳ　ＰＵＳＣＨに一部電力を予約（即ち、１番目の送信に比べて高い優先
順位を付与）することができる。
【０１７９】
　例えば、ｎ＋２サブフレームがＳＰＳ　ＰＵＳＣＨを送信する場合、他のｅＮＢのｋ＋
２及びｋ＋３は、ＰＣＭＡＸ－ｍａｘ｛Ｐａｌｌｏｃ＿ＭｅＮＢ、ＳＰＳ　ＰＵＳＣＨ　
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ｐｏｗｅｒ｝まで電力を使用することができる。
【０１８０】
　その代案としては、前記ＵＥが前記重なったサブフレームでＭＣＧへのアップリンク送
信がないことをＵＥが保障する場合にのみ、ＳＣＧ送信が残余電力を活用することができ
る。
【０１８１】
　ＵＥが予測を実行することができない場合、電力制約されることを決定
【０１８２】
　図１３は、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間の非同期の場合の例を簡略に示す。図１３の例で
、ＳｅＮＢのｎ番目のサブフレームは、ＭｅＮＢのｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレ
ームと重なる。
【０１８３】
　図１３を参照すると、ＳｅＮＢに対してサブフレームｎで、ＰＣＭＡＸを決定するため
に（そして、前記ＵＥが電力制限されたかどうかを決定するために）、ＵＥは、サブフレ
ームｋ及びｋ＋１で、ＭｅＮＢのＰＣＭＡＸ、ｃを見るべき必要がある。そうでない場合
、ＵＥは、ｎのサブフレームの中間で電力を減少させることができ、または電力を増加さ
せることができる。
【０１８４】
　このような場合で、ＵＥは、サブフレームｋ＋１の電力を知ることができず、前記ＵＥ
は、最悪の場合、仮定に基づいて計算される最悪の場合、電力を仮定することができる。
ＰＣＭＡＸ、ＭｅＮＢ（ｋ）＝Ｐｋという例を仮定する。以後に、前記電力は、数式９に
より計算されることができる。
【０１８５】
【数９】

【０１８６】
　前記ＵＥがサブフレームｋ＋１がダウンリンクサブフレームであることを知る場合、前
記ＵＥがｋ＋１の電力を知る場合と説明される。サブフレームｋ＋１がＰＲＡＣＨのため
のものであり、または少なくとも４ｍｓｅｃ以前でスケジューリングされたアップリンク
送信に対応していることを前記ＵＥが知っている場合、または前記ＵＥがスケジューリン
グ情報がＵＥに知られたＳＰＳ　ＰＵＳＣＨを有する場合、予測が実現不可能であると見
なされるものではない。
【０１８７】
　予測実現不可能な場合は、いくつかの理由に対して前記ＵＥが二つの重なったフレーム
間に以後のサブフレームの電力を知らない場合に制約されるものではない。ＤＬ／ＵＬ構
成のような（半）静的構成により、ＳＰＳスケジューリングによりまたはＰＲＡＣＨによ
りまたはタイミングによるといったような任意の手段により（ＰＤＣＣＨ次数またはＭＡ
Ｃ階層指示のような対応するアップリンク承認）がサブフレームｎに対するスケジューリ
ング承認以前にまたは現在サブフレーム以前に２．５ｍｓｅｃ少なくとも以前に、ＵＥは
、サブフレームｋ＋１の電力を知ると仮定することができる。
【０１８８】
　より詳しくは、（ｋ＋１）番目のサブフレームの開始時間Ｔ１及びｎ番目のサブフレー
ムＴ２の開始時間に対して数式１０が満たされる場合、ＵＥは、予測を実行することがで
きないと仮定されることができる。
【０１８９】

【数１０】

【０１９０】
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　ここで、δは０．５ｍｓｅｃまたは１００μｓになることができる閾値である。
【０１９１】
　または、二つのアップリンク搬送波間のタイミング差は、前記ＵＥが予測を実行するか
どうかを決定するのに利用されることができる。
【０１９２】
　その代案としては、ＰＣｅｌｌとｐＳＣｅｌｌとの間の受信されたタイミング差及びＰ
Ｃｅｌｌ及びｐＳＣｅｌｌへの送信タイミング差は、前記ＵＥが同期シナリオを適用する
かまたは非同期シナリオを適用するかを決定するのに利用されることができる。例えば、
前記受信されたタイミング差が３３μｓより小さく、送信タイミング差が［３３μｓ］よ
り小さい場合、前記重なったサブフレーム（より大きい重なったサブフレーム）に対する
ＵＣＩタイプに基づいて、前記ＵＥは、予測を実行することができて、優先順位規則を適
用することができるということを前記ＵＥは仮定することができる。そうでない場合、前
記ＵＥは、同期された場合と仮定することができる。
【０１９３】
　また、ＵＥがＥＰＤＣＣＨでスケジューリングされたかどうかは、要素になることがで
きる。これは前記ＵＥによる。しかし、前記情報が利用可能でない場合、ＰＣＭＡＸは、
最悪の場合、仮定に基づいて誘導されることができる。
【０１９４】
　最悪の場合があまり極端でないようにする場合、前記ネットワークにより構成されるこ
とができる△のような特定値に制限される電力の観点で、前記ネットワークは、二つのサ
ブフレーム間に差を保障することができる。したがって、ＵＥは、二つの重なったサブフ
レーム間に後のサブフレームの可能な電力として△を付加することができる。前記ネット
ワークが△より高い電力を割り当てることができるため、前記電力がＰＣＭＡＸを超過す
る場合、前記後のサブフレーム内の電力は減少されることができる。
【０１９５】
　追加的に、次の仮定（ａ）～（ｃ）は、前記ＵＥがサブフレームｋ＋１の電力を知らな
いと仮定される必要がある。
【０１９６】
　（ａ）ＭＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）は、サブフレームｊ及びサービングセルｃに対して有効
なリソースブロックの数で表現された前記ＰＵＳＣＨリソース割当の帯域幅である。ＭＰ

ＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）に対して、三つの代案が考慮されることができる。（ｉ）代案１：Ｍ

ＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）は、以前のサブフレームｋと同じであると仮定されることができる
。（ｉｉ）代案２：（前記ＵＥが全体システム帯域幅でスケジューリングされると仮定さ
れて）、ＭＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）は最大値として仮定されることができる。（ｉｉｉ）代
案３：ＭＰＵＳＣＨ、ｃ（ｊ）は、デルタ＋以前のサブフレームｋ値であると仮定される
ことができる（即ち、デルタのみが増加される）。
【０１９７】
　（ｂ）ＴＰＣに基づいて変更される電力制御調整要素ｆｃ（ｉ）を除いて、他の値は、
以前のサブフレームと同じであると仮定される。このような場合で、より大きい値が考慮
されることが重要なため、ＴＰＣにより構成可能な最大値（例えば、累積されたＴＰＣ３
ｄＢ及び４ｄＢの絶対値ＴＰＣ）が仮定されることができる。
【０１９８】
　（ｃ）ＰＣＭＡＸ、ｃ（ｋ＋１）を決定するための他のパラメータ及び最大電力減少（
ＭＰＲ）に対して、ＵＥは、（ＭｅＮＢに対して）搬送波ｃに対して最小ＭＰＲを取るた
めの最悪の条件を仮定することができる。
【０１９９】
　一般的に、ＵＥは、サブフレーム（ｋ＋１）で可能な最悪の場合の電力を仮定すること
ができる。
【０２００】
　ＰＣＭＡＸがサブフレーム毎に変わることができるため、後のサブフレームを見ないで
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、Ｐ＿ＳｅＮＢ及びＰ＿ＭｅＮＢがＰＣＭＡＸの割合で構成される場合、また、最悪の場
合、仮定が要求されることができる。一つの単純な方法は、Ｐ＿ＳｅＮＢ及びＰ＿ＭｅＮ
Ｂが予測なしで決定されることができるように、計算のベースラインに対してＰＣＭＡＸ

＿Ｌ、ｃを使用することである。
【０２０１】
　現在、ＰＣＭＡＸ＿Ｌ、ｃは、数式１１のように決定されることができる。
【０２０２】
【数１１】

【０２０３】
　したがって、表２を利用して、ＭＰＲが最悪の場合に２ｄＢであると仮定されることが
できる。表２は、変調、帯域幅、及びＭＰＲ間の関係の例を定義する。
【０２０４】

【表２】

【０２０５】
　ＵＥが非連続ＵＬをサポートし（ＭＰＲ予測に対して少なくとも非同期の場合、前記ネ
ットワークが非連続ＵＬを利用するかどうかを前記ネットワークが構成できる場合）、Ｍ
ＰＲは、ＣＥＩＬ｛ＭＡ、０．５｝になることができ、これは０．５ｄＢに最も近く切り
上げ（ｒｏｕｎｄｉｎｇ　ｕｐｗａｒｄｓ）、即ち、ＭＰＲ∈［３．０、３．５　４．０
　４．５　５．０　５．５　６．０　６．５　７．０　７．５　８．０］を意味する。し
たがって、８．０ｄＢが最悪の場合であると仮定されることができる。
【０２０６】
　または、前記ＵＥが予測することができない場合、非連続送信がスケジューリングされ
なくてＭＰＲが考慮される必要がない。
【０２０７】
　ＭＰＲは、ＣＡまたはＤＣ帯域組合せに基づいて知られると仮定されることができる。
このような場合で、ＭＰＲは、最悪の場合として仮定されることができる。
【０２０８】
　また、公差（ｔｏｌｅｒａｎｃｅ）ＴＩＢ、ｃが知られると仮定されることができる。
前記公差は、表３で示すようにＰＣＭＡＸに基づいて互いに異なる。
【０２０９】
【表３】

【０２１０】
　ＭＰＲがＵＥにより決定されることができるため、サブフレームと関係なしにＭＰＲが
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固定されることができる。それにもかかわらず、最悪の場合が仮定されることができる。
例えば、以前のサブフレームから同じ値が取られる。
【０２１１】
　したがって、実際値が変更されることができるにもかかわらず、ＰＣＭＡＸを計算する
点で、最悪の場合は、ＰＣＭＡＸ、Ｌ（または、最悪のＰＣＭＡＸ、Ｌ）に近いと仮定で
き、以後に予測が実現可能でない場合、Ｐ＿ＳｅＮＢ／Ｐ＿ＭｅＮＢを計算するためにこ
のような値が利用されることができる。
【０２１２】
　また、Ｐ－ＭＰＲに対して最悪の場合が仮定されることができる。そして、ＰＣＭＡＸ

、Ｈ、ｃは、ＰＣＭＡＸ＿Ｈ、ｃ＝ＭＩＮ｛ＰＥＭＡＸ、ｃ、ＰＰｏｗｅｒＣｌａｓｓ｝
と仮定される。
【０２１３】
　予測が実現可能でない場合、ＰＣＭＡＸ、ｃ２（ｎ）は、ｍｉｎ｛ＰＣＭＡＸ－ＰＣＭ

ＡＸ、ｃ１（ｋ）、ＰＣＭＡＸ、ｃ２（ｎ）｝で計算される。即ち、搬送波ｃ２に対して
利用可能な最大電力は、以前の送信により使われない電力により限定（ｂｏｕｎｄ）され
る。これは非効率的な電力用途である。
【０２１４】
　したがって、ＵＥは、任意の時間でＰｐｏｗｅｒｃｌａｓｓを超過すると期待されない
で、ＰＣＭＡＸは、既存の数式１２により計算され、以前のサブフレーム（または、同じ
サブフレームまたは同じサブフレームに対応するサブフレーム）により使われた電力であ
る。
【０２１５】
【数１２】

【０２１６】
　数式１２において、ｅｓｔｉｍａｔｅｄ＿ＰＣＭＡＸは、最悪の場合、仮定に基づいて
いるみな。
【０２１７】
　図１４は、ＰＣＭＡＸを決定する行動を簡略に記述する。
【０２１８】
　要約すると、ＰＣＭＡＸ計算に対して、予測が実現可能でない場合、ＭＣＳと関連した
最悪のＭＰＲを仮定し、非連続ＵＬ送信をサポートしないことを提案する。
【０２１９】
　特に、これはＭｅＮＢ及びＳｅＮＢアップリンク送信間にイントラ－帯域非連続搬送波
が使われる場合に適用可能である。また、二重接続での非連続ＵＬ送信を非活性化するこ
とが（前記（より小さい）重複部分がＸ（例えば、３３μｓ）より大きい場合または二つ
のアップリンク送信間にタイミング差がＸ（例えば、３３μｓ）より大きい場合、少なく
とも非同期の場合に）考慮されることができる。
【０２２０】
　一つのサブフレーム対に制限される単純な計算
【０２２１】
　予測が実現可能でない場合、ＵＥは、サブフレーム（ｋ＋１）を計算のために考慮しな
い。次のサブフレームは、ＰＣＭＡＸより低い電力を減少させる。即ち、電力制限された
場合は、常にサブフレーム（ｎ、ｋ）に基づいて決定される。電力計算のために前記重な
ったサブフレームを決定して（前記重なったサブフレームである“ｋ”を決定するために
）電力制限された場合を決定するために、（ａ）乃至（ｅ）のようないくつかのメカニズ



(33) JP 6517824 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

ムが考慮されることができる。
【０２２２】
　（ａ）ｋ番目のサブフレームは、常に１番目重なったサブフレームである。（ｂ）ｋ番
目のサブフレームは、二つの重なったサブフレーム間により大きい重複を有するサブフレ
ームである。（ｃ）前記重なった部分（より小さい部分）がＸ（例えば、３３μｓ）より
小さい場合、ｋ番目のサブフレームは、２番目の重なったサブフレームであり、そうでな
い場合、ｋ番目のサブフレームは、１番目重なったサブフレームである。（ｄ）‘ｋ’は
、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間に上位階層により構成されるオフセットにより決定される（
例えば、ｋ＝ｎ＋オフセット）。（ｅ）ｋを決定することはＵＥによる。
【０２２３】
　サブフレームｎに対してｋが決定される場合、本発明は、各々、Ｐ＿ＳｅＮＢ及びＰ＿
ＭｅＮＢを適用する方法を議論する。以前の図面の例示を利用して、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ
）及びＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ＋１）を思い起こし、ここで、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ＋１）は、
サブフレームｎ及びサブフレームｋ＋１により決定される。
【０２２４】
　サブフレームｎ（ＳｅＮＢ）に対して、比率が与えられる場合、ＳｅＮＢへの電力は、
代案１）乃至５）により決定される（例えば、Ｐ＿ＳｅＮＢ＝５０％、Ｐ＿ＭｅＮＢ＝５
０％、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＝２２、ＰＣＭＡＸ（ｎ－１、ｋ）＝２１、ＰＣＭＡＸ（ｎ
、ｋ＋１）＝２１）。
【０２２５】
　１）Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ｍｉｎ｛ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ、ＰＣＭＡ

Ｘ（ｎ－１、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ｝
【０２２６】
　ＰＣＭＡＸ（ｎ－１、ｋ）がＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）より小さく、二つのうち最小値を取
ることができる－これはサブフレームｋ－１でのＭｅＮＢに割り当てられた電力と干渉を
起こさない。
【０２２７】
　２）Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ｍａｘ｛ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ、ＰＣＭＡ

Ｘ（ｎ－１、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ｝
【０２２８】
　これはＰＣＭＡＸより小さいＵＥ電力を常に保障することはできないため、ＭｅＮＢに
割り当てられた電力と干渉を起こすことができる。したがって、このような必要は、（Ｐ

ｐｏｗｅｒｃｌａｓｓより小さいといったような）ＵＥ最大電力の一部緩和（ｒｅｌａｘ
ａｔｉｏｎ）で利用される必要がある。
【０２２９】
　３）Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ
【０２３０】
　２）と同様に、これは一部電力問題を引き起こす。
【０２３１】
　４）Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ｍｉｎ（ＰＣＭＡＸ－ＰｏｗｅｒＵｓｅｄｂｙＭｅＮＢ（
ｎ－１、ｋ）、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿ＳｅＮＢ）
【０２３２】
　ＭｅＮＢに以前に割り当てられた電力の問題を解決するために、他の接近法は、（以前
のサブフレームでＭｅＮＢにより使われない電力及び今回のサブフレームでＳｅＮＢに適
用可能な電力）のうち最小値を取ることである。
【０２３３】
　５）少なくともインター－帯域搬送波に対して、Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ｓｕｍ（ＰＣ

ＭＡＸ、ｃｃｉ（ｎ、ｋ））－３ｄＢが利用されることができ、ここで、ｃｃｉは、Ｓｅ
ＮＢに属する搬送波である。これはＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが最大電力を同じように分割す
ることを仮定し、ＰＣＭＡＸは、ＰＣＭＡＸ、ｃにより同じように影響を受ける。
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【０２３４】
　また、類似のメカニズムがＰｏｗｅｒ＿ＭｅＮＢに適用可能である。
【０２３５】
　Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢまたはＰｏｗｅｒ＿ＭｅＮＢに対する一つ以上の分類は、以下の
ように更新されることができる。
【０２３６】
　ｘｅＮＢに属する搬送波に対してＰｏｗｅｒ＿ｘｅＮＢ＝ｍｉｎ｛Ｐｏｗｅｒ＿ｘｅＮ
Ｂ（ｃｏｍｐｕｔｅｄ　ｂｙ　ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ａｂｏｖｅ）、ｓｕｍ（ＰＥＭＡ

Ｘ、ｃ）｝。ここで、ＰＥＭＡＸ、ｃは、セル当たり最大アップリンク送信電力である。
即ち、ＰＥＭＡＸが低く構成されると、総電力はそれによって調整されることができる。
これは残余電力を計算するのに有用である。
【０２３７】
　または、許容される電力減少、即ち、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢに割り当てられるイントラ
－帯域非連続搬送波を有するシナリオに適用可能な追加的なＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）で二重
接続を構成しないことが考慮されることができる。即ち、非同期の場合にＭｅＮＢとＳｅ
ＮＢとの間に計算を複雑にせずに、Ａ－ＭＰＲが考慮される必要がある場合、ＵＥは、二
重接続が少なくとも非同期の場合に前記搬送波に対してサポートされないことを報告する
ことができる。
【０２３８】
　したがって、ＵＥは、帯域及び帯域－組合せ毎に同期の場合及び非同期の場合（または
、予測及び非予測）に対して別個に二重接続能力を報告することができる。
【０２３９】
　さらに、計算の複雑性のため、非同期二重接続場合に対してイントラ－帯域連続または
非連続搬送波は利用されない。即ち、他のｅＮＢのＭＰＲから一つのｅＮＢ電力への影響
を最小化するために少なくとも非同期の場合に対して二重接続シナリオのためにインター
－帯域搬送波のみが活用されることができる。
【０２４０】
　前記影響を最小化するために、ＰＣＭＡＸ＿ＬがＰＣＭＡＸ＿Ｈより常に低く、公差を
有するＰＥＭＡＸ、ｃの和がＭＰＲを考慮する電力和を超過しないように、ＰＥＭＡＸ、

ｃが構成される。即ち、ＭＰＲ値にのみ基づいてＰＣＭＡＸが誘導される。このような場
合で、少なくともインター－周波数搬送波に対して、サブフレーム当たりＰＣＭＡＸ変化
は、ＰＣＭＡＸ、ｃ＿Ｌに制限されない。このような場合で、少なくともインター－周波
数搬送波に対してサブフレーム当たりＰＣＭＡＸ変化は、ＰＣＭＡＸ、ｃ＿Ｌに制限され
ることができない。
【０２４１】
　または、（二つのアップリンク搬送波を仮定する場合）Ｐｐｏｗｅｒｃｌａｓｓ－３ｄ
Ｂより低いように、各搬送波当たりＰＥＭＡＸを制限することが考慮されることができる
。
【０２４２】
　小さい重複部分がＸ（例えば、３３μｓ）より小さい場合、前記小さい重複部分の電力
は、ＵＥ具現により扱われることができるため、前記小さい重複部分が適用されることが
でき、または常に３）（即ち、Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ＝ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿Ｓｅ
ＮＢ）を取る。
【０２４３】
　ＭｅＮＢ計算に対して同じように適用されることができる。このような場合で、ＰＣＭ

ＡＸ、ｃ（ｋ＋１）は、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ＋１）－ＰＣＭＡＸ、ｃ（ｎ）により制限さ
れる。即ち、ＰＣＭＡＸの観点で、サブフレームｎにより使われない電力は、サブフレー
ムｋ＋１、またはＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）に対して使われることができる。
【０２４４】
　図１５は、以前のサブフレームで使われる電力を考慮する電力に対する制限を扱う例示
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を簡略に記述する。図１５を参照すると、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ＋１）がＰＣＭＡＸ（ｎ、
ｋ）より小さい場合、サブフレーム（ｎ＋１）に適用可能な電力は、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ
＋１）及びＳｅＮＢへ向かうサブフレームｎにより使われる電力により制限される。
【０２４５】
　要約すると、ＰＣＭＡＸは、（ｎ、ｋ）のような各サブフレーム対で計算され、前記利
用可能な電力は、ＰＣＭＡＸ－以前サブフレームで使われた電力に制限されることができ
る。
【０２４６】
　したがって、電力制限された場合を扱うために、利用可能な電力は、以前のサブフレー
ム電力用途により制限される。要約すると、Ｐ＿ＳｅＮＢ／Ｐ＿ＭｅＮＢを利用して、前
記電力制限された場合は、下記のａ）乃至ｅ）のように扱われる。
【０２４７】
　ａ）ＳｅＮＢ送信に対してサブフレーム（ｎ、ｋ）で、前記候補のうち一つとしてＰｏ
ｗｅｒ＿ＳｅＮＢを計算する。
【０２４８】
　ｂ）ＭｅＮＢ送信に対してサブフレーム（ｎ、ｋ）で、Ｐｏｗｅｒ＿ＭｅＮＢ＝ＰＣＭ

ＡＸ（ｎ、ｋ）＊Ｐ＿ＭｅＮＢを計算する。
【０２４９】
　ｃ）前記割り当てられた電力がＰｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢを超過しない場合、送信する。
【０２５０】
　ｄ）そうでない場合、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）により使われない電力－（ｎ、ｋ－１）で
ＭｅＮＢにより使われた電力を計算する。
【０２５１】
　ｅ）ｍｉｎ｛ＰＣＭＡＸ、ｃ、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）－Ｐ＿ｕｓｅｄ＿ＭｅＮＢ（ｎ、
ｋ－１）、ＰＣＭＡＸ（ｎ、ｋ）－Ｐｏｗｅｒ＿ＳｅＮＢ｝を使用する。
【０２５２】
　図１６は、本出願で本発明（ら）による前記ＵＥの動作に対する例を簡略に記述するフ
ローチャートである。図１６の例示において、本発明（ら）を容易に理解することをサポ
ートするために、前記動作が前記ＵＥにより実行されると記述される。しかし、このよう
なフローチャートでの前記動作は、プロセッサにより実行されることができる。
【０２５３】
　図１６によると、前記ＵＥは、ダウンリンクチャネル上で信号を受信することができる
（Ｓ１６１０）。ここで、前記信号は、電力制御モードを指示する送信信号に対する情報
を含むことができる。
【０２５４】
　前記ＵＥは、１次セル（ＰＣｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ）が同期かまたは非同
期かを決定することができる（Ｓ１６２０）。
【０２５５】
　前記ＵＥは、前記ＳＣｅｌｌに対して最大送信電力を決定することができる（Ｓ１６３
０）。ここで、前記ＵＥは、前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌが同期かまたは非同期か
に対する決定の結果だけでなく、送信電力に対する情報を利用して最大送信電力を決定す
ることができる。
【０２５６】
　前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌが非同期である場合、前記ＳＣｅｌｌのサブフレー
ムは、前記ＰＣｅｌｌのサブフレームと重なることができる。このような場合で、前記Ｓ
Ｃｅｌｌのサブフレームに対する電力ヘッドルームは、前記ＰＣｅｌｌの前記重なったサ
ブフレームのうち一つに基づいて決定されることができる。
【０２５７】
　最大送信電力に対する決定に対する細部事項は、図面に示す通りである。
【０２５８】
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　前記ＵＥは、前記ＳＣｅｌｌに対する最大送信電力に基づいて前記ＳＣｅｌｌに信号を
送信することができる（Ｓ１６４０）。
【０２５９】
　図１７は、ＵＥ１７００及びＢＳ（ｅＮＢ）１７４０を含む無線通信システムを簡略に
記述するブロック図である。前記ＵＥ１７００及び前記ＢＳ１７４０は、前述されたよう
な記載に基づいて動作できる。
【０２６０】
　ダウンリンクの観点で、送信機は前記ＢＳ１７４０の一部であり、受信機は前記ＵＥ１
７００の一部である。アップリンクの観点で、送信機は前記ＵＥ１７００の一部であり、
受信機は前記ＢＳ１７４０の一部である。
【０２６１】
　図１７を参照すると、前記ＵＥ１７００は、プロセッサ１７１０、無線周波数（ＲＦ）
ユニット１７２０、及びメモリ１７３０を含む。
【０２６２】
　前記プロセッサ１７１０は、本出願で記述された提案された手順及び／または方法を具
現するように構成されることができる。例えば、前記プロセッサ１７１０は、前記ＲＦユ
ニット１７２０及び前記メモリ１７３０と動作的に結合される。前記プロセッサ１７１０
は、ＵＬ及び／またはＤＬに対するスケジューリングに基づいて前記ＲＦユニット１７２
０を介して信号を送信／受信するように構成される。
【０２６３】
　前記プロセッサ１７１０は、１次セル（ＰＣｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ）が同
期かまたは非同期かを決定することができる。前記プロセッサ１７１０は、前記ＰＣｅｌ
ｌ及び前記ＳＣｅｌｌが同期かまたは非同期かに対する決定の結果だけでなく、送信電力
に対する情報を利用して前記ＳＣｅｌｌに対する最大送信電力を決定することができる。
【０２６４】
　前記ＲＦユニット１７２０は、前記プロセッサ１７１０により割り当てられた送信電力
を利用して無線信号を送信して受信することができる。前記ＲＦユニット１７２０は、１
次ｅＮＢ（ＭｅＮＢ）及び２次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ）との二重接続でダウンリンクチャネル
を介して信号を受信する。
【０２６５】
　前記メモリ１７３０は、前記プロセッサ１７１０と結合され、前記プロセッサ１７１０
を動作させるための多様な情報を格納する。
【０２６６】
　前記プロセッサ１７１０、ＲＦユニット１７２０、及びメモリ１７３０の動作に対する
細部事項は、以前の記述と同じである。
【０２６７】
　前記ＢＳ１７４０は、プロセッサ１７５０、無線周波数（ＲＦ）ユニット１７６０、及
びメモリ１７７０を含む。
【０２６８】
　前記プロセッサ１７５０は、本出願で記述された提案された手順及び／または方法を具
現するように構成されることができる。例えば、前記プロセッサ１７５０は、前記ＲＦユ
ニット１７６０及び前記メモリ１７７０と動作的に結合される。前記プロセッサ１７５０
は、ＵＬ及び／またはＤＬに対するスケジューリングに基づいて前記ＲＦユニット１７６
０を介して信号を送信／受信するように構成される。
【０２６９】
　前記プロセッサ１７５０は、ＵＬ及び／またはＤＬに対してスケジューリングでき、そ
して前記ＵＥ１７００で使われることができるアップリンク送信電力に対する情報を含ん
で信号を送信することができる。前記ＵＥから前記受信された信号は、前記情報に基づい
て前記ＵＥにより決定される前記送信電力を利用して送信されることができる。これに対
する説明は、以前に提供された。
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【０２７０】
　前記ＲＦユニット１７６０は、無線信号を送信して受信することができ、ここで、前記
受信された無線信号に対する送信は、説明されたように、前記ＵＥ１７００により割り当
てられた。前記ＲＦユニット１７６０は、二重接続でダウンリンクチャネルを介して信号
を受信する。
【０２７１】
　前記メモリ１７７０は、前記プロセッサ１７５０と結合され、前記プロセッサ１７５０
を動作させるための多様な情報を格納する。
【０２７２】
　前記前述されたシステムにおいて、前記方法は、一連の前記ステップまたは前記ブロッ
クを利用する前記フローチャートに基づいて記述されたにもかかわらず、本発明は、前記
ステップのシーケンスに限定されるものではなく、前記ステップの一部は、残りのステッ
プから異なるシーケンスで実行され、または前記残りのステップと同時に実行されること
ができる。
【０２７３】
　また、前記前述された実施例は、多様な例示の態様を含む。したがって、本発明は、請
求項の範囲内に属する全ての他の変更、変形、変化を含むと説明されなければならない。
【０２７４】
　本発明に対する明細書において、一要素が他の要素と“連結”または“結合”されると
叙述された場合、前記一要素は、前記他の要素と直接連結され、または結合されることが
できるが、二つの要素間に第３の要素が存在可能であると理解しなければならない。それ
に対し、一要素が前記他の要素と“直接連結”または“直接結合”と叙述された場合、前
記二つの要素間に第３の要素が存在しないと理解しなければならない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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